
こ
こ
に
紹
介
す
る『

応
永
三
十
二
年
具
注
暦』

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ヴ
ン
市
イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
ッ
キ
貴
重
書
図
書
館(B

einecke

R
are

B
ook

and
M
anuscript

L
ibrary,

Y
ale
U
niversity,

N
ew
H
aven,

C
onnecticut,

U
SA
)

所
蔵
、｢

日
本
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

の
一
点
で
あ
る

(

架

蔵
番
号SM

L

九
二)

(

�)

。
本
史
料
の
紙
背
に
は
、
後
述
の
よ
う
に

｢

後
宇
多
院
七
回

忌
曼
荼
羅
供
記｣

が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
西
田
友
広
氏
と
協
力
し
て
本
史
料

の
全
体
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
紙
背
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
に
西
田
氏
が
紹
介

を
執
筆
し
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

イ
ェ
ー
ル
大
学
日
本
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
研
究
の

先
駆
者
で
あ
る
朝
河
貫
一
の
尽
力
に
よ
り
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
日
本
人
卒
業
生
を
中

心
に
募
集
さ
れ
た
基
金
に
よ
っ
て
購
入
架
蔵
さ
れ
た
史
料
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
海

外
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
群
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
残
念
な
こ
と
に
本
史
料
も
含

め
て
、
必
ず
し
も
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
時
日
が
経
過
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
一
九
八
七
年
度
よ
り
実
施
し
た
調
査

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
本
史
料
群
が
改
め
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
特
に

｢

応
永
三
十
二
年
具
注
暦｣

に
つ
い
て
は
、
紙
背
の

｢

後
宇
多
院
七
回
忌
曼
荼
羅
供

記｣

を
小
峯
和
明
氏
が
翻
刻
紹
介
し
た

(

�)

。

筆
者
が
二
〇
〇
三
年
に
は
じ
め
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
を
訪
れ
、
日
本
イ
ェ
ー
ル
協
会

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
調
査
を
行
っ
た
際
、
本
史
料
は
い
ま
だ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
記
念

図
書
館

(Sterling
M
em
orial

L
ibrary)

東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
所
管
で
あ
っ
た

が
、
す
で
に
そ
の
貴
重
性
が
十
分
認
識
さ
れ
、
一
般
書
と
は
区
別
し
て
貴
重
書
室
に

保
管
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
、
バ
イ
ネ
ッ
キ
図
書
館
に
移
管
さ
れ
て
現
在
に

至
る
。
筆
者
は
二
〇
〇
三
年
に
本
史
料
を
熟
覧
し
た
際
、
具
注
暦
の
み
と
思
わ
れ
て

い
た
本
史
料
の
行
間
に
多
く
の
書
入
記
事
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
た
だ
し
、
い

わ
ゆ
る
暦
記
の
よ
う
に
、
記
事
を
書
き
入
れ
る
た
め
の
間
あ
き
は
な
く
、
あ
く
ま
で

具
注
暦
へ
の
書
き
込
み
で
あ
る
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
に
も
調
査
の
機
会
を
得
た
が
、
二
〇
一
一
年
一
月
よ
り
二

月
に
か
け
て
一
か
月
の
間
、
バ
イ
ネ
ッ
キ
図
書
館
研
究
員

(fellow
)

と
し
て
滞
在

の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
多
く
の
貴
重
書
を
熟
覧
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
そ
こ
で
特

に
、
本
史
料
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
、
今
回
具
注
暦
お
よ
び
書
入
れ
記
事
の

全
文
を
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
本
史
料
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
本
史
料
は
二
二
張
か
ら

な
り
、
縦
二
八
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
応
永
三
十
二
年
具
注
暦
の
全
部
を
収
め
る
。

現
状
で
は
具
注
暦
を
内
側
に
し
て
巻
き
込
ん
で
お
り
、
こ
ち
ら
が
表
、｢

後
宇
多
院

七
回
忌
曼
荼
羅
供
記｣

が
裏
と
い
う
扱
い
に
な
る
。
し
か
し
、
本
来
は
具
注
暦
が
一

次
利
用
面
で
あ
り
、
こ
れ
を
廃
棄
し
て
裏
と
し
、
二
次
利
用
面
を
表
と
し
て
曼
荼
羅

供
記
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
伝
来
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
・
巻
末
に
付
さ
れ
た
表

紙
・
補
紙
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
宿
紙

(

薄
墨
紙)

で
、
そ
れ
ぞ
れ

｢

追
申
、

( ) イェール大学所蔵 『応永三十二年具注暦』 について (菊地)121

菊

地

大

樹

イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵

『

応
永
三
十
二
年
具
注
暦』

に
つ
い
て

史
料
紹
介

©2012 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



刻
限
寅
刻
候
也｣

｢

追
申
、
申
刻
可
有
参
集
也｣

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も

と
は
お
そ
ら
く
近
世
の
某
天
皇
綸
旨
の
一
部
だ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
う

ち
巻
末
補
紙
に
は
、｢

春
和
堂｣

(

若
林
茂
一
郎
か)

に
よ
る
押
紙
が
付
さ
れ
、
本
史

料
の
伝
来
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
春
和
堂
は
、
現
在
も
京
都
市
内
で
営
業
を
続

け
る
古
書
肆
若
林
春
和
堂
の
こ
と
で
あ
ろ
う

(

�)

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
七
年

(

一

九
〇
四)

ご
ろ
に
西
洞
院
家
所
蔵
で
あ
っ
た
本
史
料
を
譲
り
受
け
、
こ
れ
に
滋
野
井

家
か
ら
譲
り
受
け
た
薄
墨
紙
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
時
期
的
に
は
、
朝
河

が
渡
日
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
事
業
を
始
め
る
の
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
朝
河
あ
る

い
は
日
本
に
お
い
て
協
力
者
で
あ
っ
た
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
掛

(

現
在
の
東

京
大
学
史
料
編
纂
所)

の
掛
長

(

現
在
の
所
長)

三
上
参
次
ら
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

春
和
堂
の
手
を
経
て
日
本
イ
ェ
ー
ル
協
会
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
、
本
史
料
は
本
来
公
家
文
庫
に
伝
来
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

紙
背
文
書
は
も
ち
ろ
ん
、
書
入
れ
記
事
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
記
主
は
僧
侶
、
し
か

も
仁
和
寺
あ
る
い
は
醍
醐
寺
周
辺
に
関
係
を
持
つ
東
寺
あ
た
り
の
僧
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
来
の
伝
来
は
こ
れ
ら
の
周
辺
の
寺
院
で
あ
り
、
何
ら
か
の

経
緯
で
そ
こ
か
ら
流
出
し
て
近
代
に
は
西
洞
院
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
記
主
で
あ
る
が
、
今
回
は
力
及
ば
ず
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

同
時
代
の
日
記
と
言
え
ば
、
ま
ず
は

『

満
済
准
后
日
記』

が
あ
る
。
本
史
料
に
も
、

七
月
二
三
日
条
に

｢

法
身
院
来
住｣

と
あ
る
の
は
、
記
主
が
満
済
の
も
と
に
伺
候
し

た
と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は

『

満
済
准
后
日
記』

と

登
場
人
物
も
あ
ま
り
重
な
る
こ
と
は
な
く
、
両
日
記
の
間
に
必
ず
し
も
密
接
な
関
係

は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
記
主
は
あ
る
程
度
身
分
の
高
い
僧
侶
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
満
済
と
の
関
係
も
そ
の
徴
証
の
一
つ
で
あ
る
が
、
他
に
も
多
く
見
え
る
茶

の
贈
答
記
事
の
相
手
と
し
て
、｢

八
幡
長
老｣

(

真
言
律
宗
善
法
寺
長
老
か
／
三
月
二

六
日
条)

・｢

随
心
院｣

(

五
月
七
日
条)

等
が
記
さ
れ
る
の
も
同
様
に
記
主
の
立
場

を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、
ひ
と
た
び
周
囲
の
人
物
が
没
す
る
と
、
七

日
ご
と
の
忌
日
を
記
録
し
て
い
る
の
も
こ
の
書
入
れ
記
事
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の

中
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
三
月
四
日
条
に

｢

若
初
七
日｣

と
見
え
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
こ
の
年
二
月
二
七
日
に
一
九
歳
の
若
さ
で
夭
折
し
た
室
町
幕
府
第
五

代
将
軍
足
利
義
量
の
初
七
日
仏
事
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
六
七
日
ま
で
記
事
が

続
き
、
記
主
が
追
善
仏
事
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
推
し
量
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
宮
中
の
動
向
に
関
す
る
情
報
を
い
ち
早
く
入
手
し
て
い
る
の
も
興
味
深

い
。
例
え
ば
、｢

二
宮
御
頓
気｣

(

二
月
一
五
日
条)

と
見
え
る
の
は
、
称
光
天
皇
皇

弟
小
川
宮
の
薨
去
を
指
し
て
い
る
。
五
月
一
六
日
条
に
見
え
る
百
日
忌
の
記
事
も
、

小
川
宮
に
か
か
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
称
光
天
皇
に
皇
子
は
な
く
、
宮
の
頓
死
は
皇
統

の
行
く
末
を
考
え
れ
ば
大
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
わ
ず
か
半
月
後
、
幕
府
で
は
先
述

の
義
量
薨
去
に
よ
り
同
じ
く
後
継
問
題
が
浮
上
す
る
。
こ
の
よ
う
な
宮
中
関
連
記
事

の
中
で
も
、
本
史
料
の
中
で
最
も
注
目
し
た
い
の
が
称
光
天
皇
臨
死
の
記
事
で
あ
る
。

七
月
二
六
日
子
刻
こ
ろ
よ
り
急
病
に
よ
り
下
血
を
呈
し
た
天
皇
は
、
二
八
日
に
は
仙

洞

(

後
小
松
上
皇
御
所)

に
移
る
。
病
中
の
行
幸
は
異
例
で
あ
り
、
内
裏
で
の
頓
死

を
避
け
る
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
二
八
日
に
後
小
松
上
皇
が
伏
見
宮
貞
成
親
王
皇

子
彦
仁
王

(

後
の
後
花
園
天
皇)

の
年
歯
を
問
う
た
と
い
う
の
は

(『

看
聞
日
記』)

、

万
一
に
備
え
て
の
皇
位
継
承
を
想
定
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
病
状
の
深
刻

さ
が
推
し
量
ら
れ
る
。
つ
い
に
翌
二
九
日
、
記
主
は

｢

崩
御｣

と
記
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
天
皇
は
蘇
生
、
翌
八
月
一
日
に
は
な
お
崩
御
を
前
提
と
し
て
種
々
の
沙
汰

が
あ
っ
た
が

(『

�
戒
記』)

、
称
光
天
皇
崩
御
は
こ
の
三
年
後
の
正
長
元
年

(

一
四

二
八)
で
あ
り
、
こ
の
時
は
回
復
し
て
い
る
。

こ
れ
と
直
ち
に
関
連
さ
せ
て
よ
い
か
ど
う
か
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
本

史
料
の
記
事
と
し
て
同
じ
く
興
味
深
い
の
が
、
称
光
天
皇
臨
死
事
件
の
ひ
と
月
半
ほ

ど
前
に
起
き
た
、
大
地
震
で
あ
る

(

閏
六
月
一
七
日
条)

。
記
事
中
で
は
こ
の
地
震

を

｢

大
凶｣

と
見
て
お
り
、
さ
ら
に

｢

仙
洞
御
祟
云
々｣

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
仙
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洞
は
後
小
松
上
皇
で
は
あ
り
え
ず
、
前
年
に
当
た
る
応
永
三
一
年

(

一
四
二
四)

四

月
一
二
日
に
崩
御
し
た
後
亀
山
法
皇
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
南
北
朝
合
一
に
あ
た

り
、
吉
野
よ
り
帰
京
し
た
後
亀
山
院
を

｢

仙
洞｣

と
呼
称
す
る
例
は
散
見
さ
れ
る

(『

吉
田
家
日
次
記』

応
永
一
〇
年
正
月
二
八
日
条
・『

教
言
�
記』

応
永
一
七
年
三

月
八
日
条
他)

。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
亀
山
天
皇
は
南
朝
の
皇
子
を
皇

嗣
に
立
て
る
と
い
う
条
件
で
、
北
朝
後
小
松
天
皇
に
譲
位
す
る
形
で
帰
京
し
、
南
北

朝
合
一
が
実
現
し
た
が
、
実
際
に
は
約
束
は
反
故
に
さ
れ
、
後
小
松
の
次
に
は
称
光

天
皇
が
即
位
す
る
。
後
亀
山
院
に
は
、
称
光
天
皇
の
治
世
を
呪
う
十
分
な
理
由
が
あ
っ

た
。
北
朝
後
小
松
院
の
皇
統
に
こ
の
年
次
々
に
起
こ
っ
た
災
難
が
、
往
々
に
し
て
こ

の
後
亀
山
院
の
祟
り
と
関
連
付
け
ら
れ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、『

看
聞
日
記』

『

�
戒
記』

に
よ
れ
ば
、
先
述
の
称
光
天
皇
臨
死
事
件

は
、
紫
野
徳
禅
寺

(

大
徳
寺)

よ
り
庭
石
を
内
裏
に
移
動
し
た
こ
と
に
よ
る
怪
異
で

あ
る
と
し
て
、
称
光
天
皇
が
便
所
で
物
怪
に
襲
わ
れ
た
伝
聞
を
記
す
。
し
か
し
、
同

じ
く
こ
れ
ら
の
日
記
で
は
、
八
月
に
な
っ
て
、
実
は
南
朝
の
密
命
を
受
け
た
三
条
な

る
老
女
が
、
内
侍
所
で
呪
詛
祈
願
を
行
っ
て
い
た
と
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
処
罰
さ
れ

た
事
件
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る

(

八
月
二
〇
日
条)

。
災
厄
の
原
因
を

執
拗
に
後
亀
山
院
の
怨
念
・
呪
詛
に
帰
そ
う
と
す
る
当
時
の
人
々
の
心
性
の
一
端
が

垣
間
見
ら
れ
よ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
史
料
の
史
料
名
や
紙
背
に
つ
い
て
も
若
干
の
言
及
が
必

要
で
あ
る
。
本
史
料
の
冒
頭
に
は
先
述
の
通
り
宿
紙
を
転
用
し
た
表
紙
が
付
さ
れ
る

が
、
表
紙
題
簽
に

｢

裏
書

後
亀
山
院
元
徳
二
年
漫
荼
羅
供
之
訣
／
応
永
卅
二
乙
巳

具
注
暦｣

と
の
外
題
が
付
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
確
か
に
、
現
状
の
紙
背

(

裏)

は
先
述
の

よ
う
に
後
宇
多
院
七
回
忌
の
記
録
で
元
徳
二
年

(

一
三
三
〇)

に
か
か
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
年
次
か
ら
後
亀
山
院
で
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な

事
実
誤
認
を
犯
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
紙
背
の
記
録
が
後
亀
山
院
の
年
忌
供

養
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
具
注
暦
が
使
用
さ
れ

た
応
永
三
二
年
は
後
亀
山
院
三
回
忌
に
当
た
り
、
続
い
て
永
享
二
年

(

一
四
三
〇)

に
は
七
回
忌
が
修
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
史
料
は
応
永
三
三
年
以
後
、
い
っ
た
ん

す
ぐ
に
反
故
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
永
享
二
年
の
後
亀
山
院
七

回
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
先
例
勘
案
の
た
め
に
、
院
の
曽
祖
父
に
当
た
る

大
覚
寺
統
の
後
宇
多
院
七
回
忌
の
記
録
を
書
写
す
べ
き
料
紙
と
し
て
、
具
注
暦
の
紙

背
が
再
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
追
善
供
養
は
、
打
ち
続
く
社
会
不
安
の

背
後
に
後
亀
山
院
の
怨
念
を
感
じ
て
い
た
、
本
史
料
の
記
主
を
含
む
当
時
の
人
々
の

間
で
、
そ
の
鎮
魂
を
祈
り
つ
つ
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
以
上
の
立
ち
入
っ
た
考
察
は
他
日
に
譲
り
た
い
が
、
と
も
あ
れ
応
永
三
二
年

は
、
南
北
朝
合
一
後
の
室
町
社
会
に
く
す
ぶ
る
様
々
な
不
安
が
、
足
利
義
量
・
小
河

宮
等
重
要
人
物
の
薨
去
や
、
地
震
・
天
皇
不
予
等
の
打
ち
続
く
事
件
に
伴
っ
て
噴
出

し
た
年
で
あ
っ
た
。
本
史
料
は
、
そ
の
動
静
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に

他
の
史
料
と
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他
、
本
史
料
に
は
伊
勢
五
十
鈴
川
で
七
カ
日
行
水
す
れ
ば
伝
尸
病(

肺
結
核)

が
治
る

(

八
月
一
八
日
条)

、
く
ち
は
み

(

蝮)

に
か
ま
れ
た
際
に
は
イ
モ
の
花
等

を
揉
ん
で
つ
け
る
の
が
よ
い

(

閏
六
月
一
九
日
条)

な
ど
、
当
時
の
民
俗
や
習
俗
に

関
連
す
る
記
事
も
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
頭
書
と
し
て

｢

六
十
礼｣

｢

眼

千｣
｢

カ
カ
カ
千｣

な
ど
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
記
主
が
毎
日
行
っ
た
仏

事
修
行
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、｢

六
十
礼｣

は
礼
拝
行
を
六
十
回
、

眼
千
・
カ
カ
カ
千
は
仏
眼
真
言
・
地
蔵
真
言
各
千
遍
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

僧
侶
の
日
常
的
な
勤
行
の
あ
り
方
を
示
す
貴
重
な
記
録
で
あ
り
、
公
家
日
記
に
比
し

て
必
ず
し
も
豊
富
と
は
言
え
な
い
中
世
僧
侶
の
日
記
と
し
て
も
、
今
後
大
い
に
注
目

し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
本
史
料
の
調
査
に
つ
い
て
格
段
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
バ
イ
ネ
ッ
キ
図

書
館
お
よ
び
ス
タ
ー
リ
ン
グ
図
書
館
東
ア
ジ
ア
図
書
館
、
特
に
エ
レ
ン
・
ハ
モ
ン
ド

氏

(E
llen

H
am
m
ond)

お
よ
び
中
村
治
子
氏
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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二
〇
一
一
年
一
月
の
大
雪
の
後
、
筆
者
は
中
村
氏
の
ご
案
内
で
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
墓
地
の
一
角
に
朝
河
貫
一
の
墓
参
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

朝
河
の
墓
所
の
周
辺
に
は
、
雪
に
埋
も
れ
て
た
た
ず
む
何
基
か
の
日
本
人
墓
が
あ
っ

た
。
朝
河
と
前
後
し
て
渡
米
し
た
と
思
わ
れ
る
彼
ら
の
中
に
は
、
二
〇
代
の
若
さ
で

鬼
籍
に
入
っ
た
人
物
も
あ
り
、
志
半
ば
に
し
て
異
国
の
土
と
な
っ
た
無
念
に
し
ば
し

思
い
を
致
し
た
。
本
稿
を
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
彼
ら
の
墓
前
に
捧
げ
た
い
。

[

註]

(

�)

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
し
い
概
要
に
つ
い
て
は
、｢

イ
ェ
ー
ル
大
学
蔵
・
日
本
文
書

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録｣

『

調
査
研
究
報
告』
一
一

(

国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
、

一
九
九
〇
年)

参
照
。

(

�)

小
峯
和
明

｢

イ
ェ
ー
ル
大
学
蔵

『

元
徳
二
年
後
宇
多
院
聖
忌
曼
荼
羅
供』｣

、
同
編

『『

平
家
物
語』

の
転
生
と
再
生』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。

(

�)

脇
村
義
太
郎

『

東
西
書
肆
街
考』

岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
。

(

�)

こ
の
題
簽
自
体
は
、
一
見
し
て
本
史
料
の
成
立
よ
り
も
か
な
り
下
る
時
期
に
付
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
時
点
で
紙
背
の
供
養
記
と
後
亀
山
院
を
結
び
つ
け
る
何

ら
か
の
情
報
が
、
本
史
料
に
付
属
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
翻
刻
凡
例
】

一

翻
刻
に
際
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
原
本
の
体
裁
を
保
つ
よ
う
努
め
た
。
た
だ
し
、

注
記
や
書
入
れ
記
事
の
体
裁
を
、
組
版
の
都
合
に
よ
り
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。

一

具
注
暦
の
一
部
が
原
則
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
原
本
の
ま
ま
と
し
て
注
記

は
施
さ
な
か
っ
た
。

一

書
入
れ
記
事
は
太
字
を
も
っ
て
示
し
た
。
た
だ
し
、
暦
に
関
わ
る
も
の
は
具
注

暦
の
一
部
と
み
な
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
、
特
に
読
点
を
付
さ
な
か
っ
た
。

一

(
)

は
説
明
注
、[

]

は
校
訂
注
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
注
を
挿
入
し
た

個
所
は
、
○
を
も
っ
て
示
し
た
。

一

朱
書
は

『
』

を
も
っ
て
示
し
た
。

一

改
張
は

｣

を
も
っ
て
示
し
、
頭
注
に

(

１
張)

の
よ
う
に
記
し
た
。

一

重
ね
書
き
の
場
合
は
、
そ
の
文
字
の
傍
ら
に
・
を
付
し
、
も
と
の
文
字
が
判
読

で
き
る
場
合
は

(

×

)

を
も
っ
て
示
し
た
。
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｢
裏
書

(
�
紙
題
簽)

ハ

後
亀
山

[

宇
多]

帝
元
徳
二
年
漫

[

曼]

荼
羅
之
訣

応
永
卅
二
乙
巳

具
注
暦｣

｢

追
申

(

�
紙
見
返)

刻
限
寅
刻
侯
也｣

応
永
卅
二
年
具
注
暦
日

乙
巳
歳
干
木
、
支
火
、

納
音
是
火

凡
三
百
八
十
二二
日

木
曜

大
歳
在
乙
巳『

名
大
荒
落
歳
、

為
一
年
君
、
不

可
将
兵
抵
向』

大火
将
軍
在
卯

大月
陰
在
卯

日

歳
徳
在
西
宮
庚
合
在
乙
寅
、

乙
上
取
土
、

及
宜
修
造

歳水
刑
在
甲

歳土
破
在
亥

金

歳
殺
在
辰

黄羅
幡
在
丑

�計

尾
在
未

右
、
件
大
歳
已
下
、
其
地
不
可
�
鑿
動
治
、
因
有
頽
壊
事
、

須
修
営
者
、
其
日
与
歳
徳
・
月
徳
・
歳
徳
合
・
月
徳
合
・
天

恩
・
天
赦
・
母
倉
	
者
、
修
営
無
妨

『

歳
次
鶉
尾』『

右
、
件
歳
次
所
在
、
其
国
有[

福
、
不
可]

将
兵
抵
向』

戊

天
道
南
行
宜
向
西
行
、

及
宜
修
造

天
徳
在
丁
丁
上
取
土
、

及
宜
避
病

月
殺
在
未
、
用
時
甲
丙

庚
壬

二
月
小

三
月
大

四
月
小

五
月
小

六
月
大

閏
六
月
小

正
月
大

七
月
小

八
月
大

九
月
大

十
月
小

十
一
月
大

十
二
月
大

戊

天
道
南
行
宜
向
南
行
、

及
宜
修
造

天
徳
在
丁
丁
上
取
土
、

及
宜
避
病

月
殺
在
丑
、用
時
甲
丙
庚
壬

正
月
大
建

『

土
府
在
丑

土
公
在

』

寅

月
徳
在
丙
、合
在
辛
丙
辛
上
取
土
、

及
宜
修
造

月
空
在
壬
壬
上
取
土
、

及
宜
修
造

三
鏡
乙
辛
乾

坤
巽
艮

『

室
宿
土
曜』

一

日
、壬
申
、金
危『

神
吉』

沐
浴

日
入
酉
初
一
分

夜
五
十
七
刻

大日
出
卯
四
刻
二
分

昼
四
十
三
刻

歳
前
開
倉

比
目
始

湯
殿
始

弓
始

行
始

[

藉
、
以
下
同]

『

狼
ー』
『

蜜』
『

辟日』

二

日
、癸
酉

『

三
吉』

、金
成『

神
吉』

沐
浴

大
歳
前
開
倉

比
目
始

吉
書
吉

弓
始

歯
固
行
始

裁
衣

湯
殿
始

[

滅
、以
下
同]

『

ー
門』

『

奎月』

三

日
、甲
戌
、火
収

大
歳
後

『

婁火』

四

日
、乙
亥
、火
開
水
沢
腹
堅

沐
浴

大
歳
後
、月
徳
合
、厭
重開倉
元
服

歯
固

湯
殿

比
目
始

吉
書
始

行
始

乗
馬
始

輿
乗
始

『

胃水』

五

日
、丙

『

大
将
軍
遊
南』

子
、水
閉『

伐』

沐
浴

大
歳
後
、帰
忌
、血
忌
、無
翹
開
倉

比
目
始

乗
馬
始

行
始

吉
書
始

輿
乗
始

『

昴木』

六

日
、丁

『

三
吉

天
一
酉

忌
遠
行』

丑
、水
建
除
手
足
甲

『

神
吉』

侯
小
過
内

大
歳
後
弓
始

湯
殿
始

吉
書
始

｣

『

畢金』

七

日
、戊

『

三
吉

土
公
還
東』

寅
、土
除
除
足
甲

『

伐』

大
歳
後
、復
、往
亡

(

服
、
以
下
同)

元
ー

弓
始

湯
殿
始

吉
書
始

日
遊
在
内

『

觜土』

八

日
、己

『

下
食
時
戌』

卯
、土
満
上
弦

『

神
吉

伐』

大
歳
後
、天
恩
、復
元
服

弓
始

日
遊
在
内

『

蜜』
『

参日』

九

日
、庚
辰
、金
満
立
春
正
月
節

東
風
解
凍

侯
小
過
外

日
出
卯
三
刻
五
分

昼
四
十
四
刻

日
入
酉
初
二
分

夜
五
十
六
刻

大
歳

『

伏
龍
在
内
庭
去
堂
六
尺
六
十
日』

位
、九
坎
、厭
対
、復

『

ー
門』

『

井月』

十

日
、辛

『

三
吉

大
将
軍
返
東』

巳
、金
平『

伐』

大
歳
位
、天
恩
、重
弓
始

裁
衣

『

鬼火』

十
一
日
、壬

『

三
吉

天
一
戌
亥

不
弔
人』

午
、木
空『

神
吉』

○
習
書

ア
リ
、

大
歳
位
、天
恩
移
徙

元
服

出
行

乗
船

立
門

弓
始

吉
書
始

湯
殿
始

髪
曽
木

『

柳水』

十
二
日
、癸

『

甘
呂

三
吉

下
食
時
亥』

未
、木
執『

伐』

大
夫
蒙

大
歳
位
、天
恩
弓
始

『
星木』
十
三
日
、甲

『

土
公
入』申
、水
破『

神
吉

伐』

沐
浴

大
歳
位
、復

『

張金』

十
四
日
、乙

『

金
剛
峯

忌
遠
行』

酉
、水
危
没

『

伐』

大
歳
対
、
小
歳
後

『

翼土』

十
五
日
、丙
戌
、土
成
蟄
虫
始
振

望

『

五
ー

(

墓
、
以
下
同)

』

大
歳
対
、小
歳
後
、月
徳
、厭
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け
い
さ
ん
、
勧
民
誕
生
日
十
六
日
也
、

『

太
禍』

『

蜜』
『

軫日』

十
六
日
、丁

『

甘
呂

天
間』

亥
、土
収
沐
浴

『

伐』

除
手
足
甲

大
歳
対
、小
歳
後
、無
翹
、重
、往
亡
輿
乗
始

『

狼
ー』

『

角月』
十
七
日
、戊

『

大
将
軍
遊
内

天
一
子

不
視
病』

子
、火
開
沐
浴

[

大]

歳
対
、母
倉
元
服

出
行

乗
船

立
門

嫁
娶

日
遊
在
内

『

亢火』

十
八
日
、己

『

不
問
疾』丑
、火
閉
除
足
甲

日
入
酉
初
三
分

夜
五
十
五
刻

大日出
卯
三
刻
四
分

昼
四
十
五
刻

歳
対
、帰
忌
、血
忌
、月
殺

日
遊
在
内

『

弖水』

十
九
日
、庚

『

三
吉』寅

、木
建
除
足
甲

�
益

大
歳
対
、復
立
屋

嫁
娶

元
服

出
行

掘
井

立
倉

�
立

髪
曽
木

『

房木』

廿

日
、辛
卯
、木
除
魚
上
氷

三
陰

『

心金』

廿
一
日
、壬

『

不
弔
人』辰
、水
満

『
五
ー』

大
歳
前
、九
坎
、厭
対

『

滅
門』

『

尾土』

廿
二
日
、癸

『

三
吉

大
将
軍
返
東

天
一
天
上』

巳
、水
平
下
弦

大
歳
前
、重
元
服

輿
始
吉

日
遊
在
内

『

蜜』
『

箕日』

廿
三
日
、甲

『

三
吉

不
弔
人』

午
、金
定『

神
吉』

大
歳
前
、復
嫁
ー

元
服

出
行

乗
船

立
門

日
遊
在
内

『

斗月』

廿
四
日
、乙

『

下
食
時
亥』

未
、金
執

『

五
ー』

大
歳
前
、歳
対

日
遊
在
内

『

女火』

廿
五
日
、丙
申
、火
破
雨
水
正
月
中

『

神
吉』

沐
浴

獺
祭
魚

公
漸

大
歳
前
、月
徳

日
遊
在
内

『

虚水』

廿
六
日
、丁

『

三
吉

忌
遠
行』

酉
、火
危『

神
吉』

沐
浴

日
入
酉
初
五
分

夕
五
十
四
刻

大日出
卯
三
刻
二
分

旦
四
十
六
刻

歳
前

掘
井

日
遊
在
内｣

『

危木』

廿
七
日
、戊
戌
、木
成

大
歳
前
、厭

日
遊
在
内

『

太
ー

(

禍
、
以
下
同)

』
『

室金』

廿
八
日
、己
亥
、木
収
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
前
、無
翹
、重
乗
舟

元
服

日
遊
在
内

『

狼
ー』

『

辟土』

廿
九
日
、庚

『

三
吉

大
将
軍
遊
西

土
公
入』

子
、土
開
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
前
、復

日
遊
在
内

『

蜜』
『

奎日』

卅

日
、辛
丑
、土
閉
除
手
足
甲

『

神
吉』

鴻
雁
来

『

五
ー』

大
歳
前
、帰
忌
、血
忌
、月
殺
日
遊
在
内

己

天
道
西
南
行

天
徳
在
坤

月
殺
在
戌
、用
時
艮
巽

坤
乾

二
月
小
建

『

土
府
在
巳

土
公
在
�』

卯

月
徳
在
甲
、合
在
己

月
空
在
庚

三
鏡
甲
丙
庚

壬
乾
巽

『

奎
宿
月
曜』

一

日
、壬

『

三
吉』寅
、金
建
除
足
甲

辟
泰

大
歳
前
元
服

歩
行

髪
曽
木
吉

日
遊
在
内

『

婁火』

二

日
、癸

『

三
吉』卯
、金
除『

神
吉』

大
歳
前

日
遊
在
内

『

胃水』

三

日
、甲

『

不
弔
人』辰
、火
満

大
歳
前
、九
坎
、厭
対
、復

日
遊
在
内

眼
千
、

『

滅
門』

『

昴木』

四

日
、乙

『

大
将
軍
返
東』

巳
、火
平『

神
吉』

日
入
酉
一
刻
一
分

夕
五
十
三
刻

大日出
卯
三
刻

旦
四
十
七
刻

歳
前
、重
元
服

乗
舟

髪
曽
木
吉

卅
礼
、

『

畢金』

五

日
、丙

『

三
吉

不
弔
人

歳
下
食』

午
、水
定
草
木
萌
動

『

神
吉』

大
歳
後
移
徙

出
行

輿
乗
始

吉

裁
衣

吉

『

觜土』

六

日
、丁

『

三
吉

下
食
時
亥』

未
、水
執『

神
吉』

大
歳
後

眼
九
百
、

五
十
礼
、

『

蜜』

『

参日』

七

日
、戊

『

三
吉

土
公
遊
西

不
視
病』

申
、土
破
上
弦

『

神
吉』

沐
浴

侯
需
内

大
歳
後

日
遊
在
内

『

井月』

八

日
、己

『

三
吉

天
一
丑
寅

忌
遠
行

不
問
疾』

酉
、土
危『

神
吉』

沐
浴

大
歳
後

日
遊
在
内

四
十
礼
、『

鬼火』

九

日
、庚
戌
、金
成

陰
錯
、復
、厭

卅
礼
、

『

柳水』

十

日
、辛

『

甘
呂

三
吉』

亥
、金
成
驚
蟄
二
月
節

『

神
吉』

桃
始
華
侯
需
外

大
歳
後
、
重
、
復

卅
礼
、
仏
眼
千
、

『

滅
門』

『

星木』

十
一
日
、壬

『

大
将
軍
遊
北』

子
、木
収『

神
吉』

沐
浴

大
歳
前
立
屋

嫁
娶

立
倉

輿
乗
始

吉

十
二
日
暁
三
十
礼
、
朝
夕
ノ
ツ
ト
メ
、

『

張金』

十
二
日
、癸

『

金
剛
峯』丑
、木
開
除
手
甲

『

伐』

日
入
酉
一
刻
三
分

夕
五
十
二
刻

大日出
卯
二
刻
四
分

旦
四
十
八
刻

歳
前
、九
坎

卅
礼
、
仏
眼
千
、
朝
、

『
狼
ー』

『
蜜』

『

翼土』

十
三
日
、甲

『

三
吉

土
公
入』

寅
、水
閉
除
足
甲

大
夫
随

大
歳
前
、帰
忌
立
屋

掘
井

裁
衣

立
倉

乗
舟

吉

｣
卅
礼
、
仏
千
、
朝
、

『
軫日』
十
四
日
、乙

『

甘
呂

天
一
卯』

卯
、水
建
望

陽
錯
、[

厭

対]

、復

卅
礼
朝
、
秘
尊
已
下
、

『

角月』

十
五
日
、丙

『

不
弔
人』辰
、土
除
倉
庚
鳴

(

小
川
宮)

二
宮
御
頓
気
、
十
六
日
也
、

大
歳
前

�
日
時
午
刻
歟
、

出
行

元
服

裁
衣

吉

慈
尊
院

御
入
滅
、
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卅
礼
、

朝
、

『

亢火』

十
六
日
、丁

『

三
吉

大
将
軍
返
東

忌
遠
行』

巳
、土
満
除
手
足
甲

大
歳
後
、重
裁
衣

輿
乗
始
吉

卅
礼
、
朝
、

『

太
ー』

『
弖水』
十
七
日
、戊

『

不
視
病

不
弔
人』

午
、火
平『

神
吉』

大
歳
後
髪
曽
木

日
遊
在
内

卅
礼
、

朝
、

『

房木』

十
八
日
、己

『

三
吉

不
問
疾』

未
、火
定『

神
吉』

明
密
印
可
、

二
貫
持
来
、
大
歳
後
、血
忌
掘
井

日
遊
在
内

卅
礼
、

『

心金』

十
九
日
、庚

『
天
一
辰
巳』

申
、木
執
沐
浴

『

神
吉』

�
晋

大
歳
後

仏
眼
千
、毘･

地･

心
千
、

廿
礼
、

朝
、

『

尾土』

廿

日
、辛
酉
、木
破
鷹
化
為
鳩

日
入
酉
一
刻
五
分

夕
五
十
一
刻

陰日出
卯
二
刻
二
分

旦
四
十
九
刻

錯
、厭
、復

未
時
、
先
規
事
安
妙
院
持
来
、
別
未
時
、
仁
和
寺
大
夫
ー
、

五
十
礼
、

初
七
日
、 『

箕日』

廿
一
日
、壬

『

下
食
時
子』

戌
、水
危『

伐』

大
歳
後
、無
翹
、月
殺

自
成
林
院
勧
修
寺
流
受
者
次
第
状
到
来
云
�
、
自
勧
修
寺
未
時
状
到
来
、

五
十
礼
、『

斗月』

廿
二
日
、癸
亥
、水
成
下
弦
沐
浴

大
歳
位
、重

元
服
裁
衣
吉

『

滅
門』

、

四
十
礼
、 『

女火』

廿
三
日
、甲

『

土
公
遊
北

天
間』

子
、金
収
沐
浴

『

八
龍』

大
歳
位
、往
亡

五
十
礼
、『

虚水』

廿
四
日
、乙
丑
、金
開
除
手
甲

大
小
歳
位
、九
坎
、復

五
十
礼
、『

危木』

廿
五
日
、丙

尊
後

『

三
吉

天
一
午』

寅

〃
〃

、火
閉
春
分
二
月
中

玄
鳥
至

公
解

大
歳
位
、帰
忌

元
服

輿
乗
始
吉

尊
百
五
十
返
、

『

狼
ー』

五
十
礼
、 『

室金』

廿
六
日
、丁

『

三
吉』卯
、火
建
尊
百
、、

大
歳
位
、厭
対

四
十
礼
、『

辟土』

廿
七
日
、戊

『

不
視
病

不
弔
人』

辰
、木
除
社

日
入
酉
時
正

夜
五
十
刻

『

五日出
卯
時
正

昼
五
十
刻

ー』

大
歳
位
、天
恩

前

(

足
利
義
持)

将
軍
籠
居
、
日
遊
在
内

東
北
院
方
丈
扇
借
了
、

廿
礼
、

二
七
日
、

『

蜜』

『

奎日』

廿
八
日
、己

『

忌
遠
行
不
問
疾』

巳
、木
満
滅

大
歳
位
、重

神
尾
西
坊
宮
内
�

弘
源
八
千
枚
次
第

伝
受
云

、
�

日
遊
在
内

西
坊
一
献
給
了
、

仏
眼
千
、
丗
、

『

太
禍』
『

婁月』

廿
九
日
、庚

『

三
吉

土
公
入』

午
、土
平『

神
吉

伐』

除
手
足
甲

大
歳
位

五
十
遍

辰
半
お
よ
ひ
在
召
、
談
之
、

庚

天
道
北
行

天
徳
在
壬

月
殺
在
未
、用
時
乙
丁
辛
癸

三
月
大
建

『

土
府
在
酉

土
公
在
�』

辰

月
徳
在
壬
、合
在
丁

月
空
在
丙

三
鏡
乙
丙
丁

辛
壬
癸

五
十
、『

胃
宿
火
曜』

一

日
、辛

『

三
吉

天
一
未
申』

未
、土
定
雷
乃
発
声

大
歳
位
、血
忌
、復

大

赤

五
十
、
仏
千
、
執
千
、

『

昴水』

二

日
、壬

『

金
剛
峯』申

、金
執
沐
浴

『

神
吉』

辟
大
壮

大
歳
位

地
、

五
十
礼
、 『

畢木』

三

日
、癸

『

三
吉』酉
、金
破
沐
浴
□

大
歳
位
、厭
立
屋

立
倉

掘
井

元
服

裁
衣

吉

｣

『

觜金』

四

日
、甲

『

下
食
時
子』

戌
、火
危
若

(

足
利
義
量)

初
七
日
、

大
小
歳
対
、無
翹
、月
殺
出
行

移
徙

元
服

掘
井

吉

三
十
礼
、『

参土』

五

日
、乙
亥
、火
成
沐
浴

『

八
龍』

日
入
酉
二
刻
二
分

夕
四
十
九
刻

大日出
卯
一
刻
五
分

旦
五
十
一
刻

歳
対
、重
、復

四
十
礼
、
三
七
日
、

『

滅
門』

『

蜜』
『

井日』

六

日
、丙

『

大
将
軍
遊
南
忌
夜
行』

子
、水
収
除
手
足
甲

『

伐』

始
電

沐
浴

大
小
歳
対
輿
乗
始

裁
衣
吉

赤

『

鬼月』

七

日
、丁

『

羅
刹
天
一
酉』

丑
、水
開

大
歳
対
、九
坎

四
十
、

『

柳火』

八

日
、戊

『

三
吉
土
公
遊
不
視
病』

寅
、土
閉
上
弦

『

伐』

除
足
甲

侯
予
内

大
歳
対
、天
赦
、帰
忌

日
遊
在
内

『

狼
ー』

四
十
、

『

星水』

九

日
、己

『

不
問
疾』卯
、土
建『

伐』

陰
道
衝
陽
、厭
對

日
遊
在
内

大
赤

四
十
、

『

張木』

十

日
、庚

『

三
吉
不
弔
人』

辰
、金
除

大
歳
位
移
徙

元
服

出
行

掘
井

吉

四
十
、

『

翼金』

十
一
日
、辛

『

三
吉
大
将
軍
還
東』

巳
、金
除『

清
明
三
月
節』

『

伐』

桐
始
華

侯
予
外

大

『

伏
龍
在
門
内
百
日』

歳
位
、重

若
二
七
日
、

『

狼
藉』

『
軫土』

十
二
日
、壬

『

三
吉
天
一
戌
亥
不
弔
人』

午
、木
満『

神
吉』

大
歳
位
、月
徳
元
服

裁
衣

輿
乗
始

吉

『

滅
門』

四
七
日
、

赤

『

角日』

十
三
日
、癸

『

三
吉』未
、木
平『

伐』

日
入
酉
二
刻
四
分

夕
七
十
八
刻

大日出
卯
一
刻
三
分

旦
五
十
二
刻

歳
位

四
十
、

『

亢月』

十
四
日
、甲

『
土
公
入』申

、水
定『

伐』

大
夫
訴
行

�
対

八
幡
下
向
歟
、
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『

弖火』

十
五
日
、乙

『

三
吉』酉
、水
執
望

『

神
吉

伐』

沐
浴

大
歳
対
、無
翹
裁
衣
吉

『
房水』

十
六
日
、丙
戌
、土
破
田
鼠
化
為
�『

五
墓』

大
歳
対
、九
坎

『

心木』

十
七
日
、丁
亥
、土
危
沐
浴

『

伐』

大
歳
対
、重

大

赤

『

尾金』

十
八
日
、戊

『
大
将
軍
遊
内

天
一
子

不
視
病』

子
、火
成
沐
浴

大
歳
対
、帰
忌
、復
元
服

若
三
七
日
、
日
遊
在
内

『

太
ー』

赤

『

箕土』

十
九
日
、己

『

忌
遠
行

不
問
疾』

丑
、火
収
除
手
甲

大
歳
対
、復

日
遊
在
内

五
七
日
、

『

蜜』
『

斗日』

廿

日
、庚

『

三
吉』寅

、木
開
除
足
甲

�
蠱

大
歳
対
、厭
対
、血
忌
移
徙

出
行

井
堀

元
服

吉

『

女月』

廿
一
日
、辛

『

金
剛
峯』卯
、木
閉
虹
始
見

『

神
吉』

大日出
卯
一
刻
一
分

旦
五
十
三
刻

日
入
酉
三
刻

夕
四
十
七
刻

歳
前

『

虚火』

廿
二
日
、壬

『

下
食
時
丑

不
弔
人』

辰
、水
建『

伐』
『

五
ー』

大
歳
前
、月
徳

『

危水』

廿
三
日
、癸

『

三
吉

大
将
軍
返
東

天
一
天
上』

巳
、水
除
土
用
事

下
弦

大
歳
前
、重
元
服

輿
乗
始

日
遊
在
内｣

『

狼
ー』

『

室木』

廿
四
日
、甲

『

三
吉

土
公
遊
南

不
弔
人』

午
、金
満『

神
吉』

大
歳
前
元
服

乗
舟
吉

日
遊
在
内

『

滅
門』

赤

『

辟金』

廿
五
日
、乙

『

天
間』未
、金
平
没

『

五
墓』

大
歳
前
、月
殺

若
四
七
日
、

日
遊
在
内

大

赤

『

奎土』

廿
六
日
、丙
申
、火
定

了
戻
、厭

八
幡
長
老
ヨ
リ

茶
五
袋
給
了
、

日
遊
在
内

六
七
日
、

『

蜜』
『

婁日』

廿
七
日
、丁

『

三
吉』酉
、火
執
穀
雨
三
月
中

『

神
吉』

沐
浴

萍
始
生

公
革

大
歳
前
、無
翹

日
遊
在
内

『

胃月』

廿
八
日
、戊

『

不
視
病』戌
、木
破

大
歳
前
、九
坎
、復

日
遊
在
内

北
坊
五
袋
茶
ヲ
給
了
、

『

昴火』

廿
九
日
、己

『

不
問
疾』亥
、木
危
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
前
、重
、復
元
服

乗
舟

日
遊
在
内

『

畢水』

卅

日
、庚

『

三
吉

大
将
軍
遊
西

土
公
入』

子
、土
成
除
手
足
甲

『

神
吉』

沐
浴

大日出
卯
初
五
分

旦
五
十
四
刻

日
入
酉
三
刻
二
分

夕
四
十
六
刻

歳
前
、帰
忌

日
遊
在
内

辛

天
道
西
行

天
徳
在
辛

月
殺
在
辰
、用
時
甲
丙
庚
壬

四
月
小
建

『

土
府
在
寅

土
公
在
門』

巳

月
徳
在
庚
、合
在
乙

月
空
在
甲

三
鏡
丁
癸
乾

坤
巽
艮

『

太
ー』

『

畢
宿
木
曜』

一

日
、辛

『

三
吉

忌
遠
行』

丑
、土
収『

神
吉』

『

五
ー』

大
歳
前

『

觜金』

二

日
、壬

『

三
吉』寅
、金
開
鳴
鳩
払
其
羽

除
足
甲

大
歳
前
、厭
対
、血
忌
、往
亡

若
五
七
日

『

参土』

三

日
、癸

『

三
吉』卯
、金
閉『

神
吉』

辟
夬

大
歳
前
、重
移
徙

元
服

出
行

吉

七
〃
日
、『

井日』

四

日
、甲

『

下
食
時
丑

不
弔
人』

辰
、火
建

陽
錯

『

鬼月』

五

日
、乙

『

羅
刹

大
将
軍
返
東』

巳
、火
除『

神
吉』

大
歳
前
、重
元
服

乗
舟

吉

五
日
、
自
八
幡
仁
和
寺
伝
法
会
、

上
洛
参
勤
了
、

『

狼
ー』

赤

『

柳火』

六

日
、丙

『

三
吉

不
弔
人』

午
、水
満
除
手
足
甲

『

神
吉』

大
歳
前

『

滅
門』

『

星水』

七

日
、丁

『

三
吉』未

、水
平
戴
勝
降
桑

『

神
吉』

上
弦

大
歳
後

日
遊
在
内

『

張木』

八

日
、戊

『

土
公
遊
西

不
視
病』

申
、土
定

孤日出
卯
初
三
分

旦
五
十
五
刻

日
入
酉
三
刻
四
分

夕
四
十
五
刻

辰
、復
、厭

空
亡

『

翼金』

九

日
、己

『

三
吉

天
一
丑
寅

不
問
疾』

酉
、土
執
沐
浴

『

神
吉
伐』

侯
旅
内

大
歳
後
无
翹

若
六
七
日
、
日
遊
在
内

『

軫土』

十

日
、庚
戌
、金
破

大
歳
後
、九
坎

『

蜜』
『

角日』

十
一
日
、辛

『

三
吉』亥
、金
危『

神
吉』

沐
浴

大
歳
後
、重

茶
四
袋
、本
寺
ヨ
リ
給
了
、｣

赤
『

亢月』

十
二
日
、壬

『

大
将
軍
遊
北』

子
、木
危
立
夏
四
月
節

『

神
吉』

螻
�
鳴

侯
旅
外

大
歳
位
、復

『
弖火』

十
三
日
、癸

『

三
吉』丑

、木
成『

伐』

除
手
甲

大
歳
位
、帰
忌
、厭
対
裁
衣

吉

『

滅
門』

『

房水』

十
四
日
、甲

『

三
吉

土
公
入

下
食
時
寅』

寅
、水
収
望除

足
甲

大
歳
位
出
行

乗
舟

裁
衣

吉

仏
眼
三
千
、(

ア)

千
、九
千
、

『

心木』

十
五
日
、乙

『
三
吉
天
一
卯』

卯
、水
開『

神
吉』

大
夫
師

大
歳
位
、月
徳
合
塗
�

嫁
娶

元
服

吉
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礼
五
十
五
、

『

尾金』

十
六
日
、丙

『

不
弔
人』辰
、土
閉
除
手
足
甲

大日出
卯
初
二
分

旦
五
十
六
刻

日
入
酉
三
刻
五
分

夕
四
十
四
刻

歳
位
、月
殺

礼
五
十
、(
ア)
千
、

空

『

箕土』
十
七
日
、丁

『

大
将
軍
返
東』

巳
、土
建
蚯
蚓
出

陽
錯
、重

礼
五
十
、

『

狼
ー』

赤

『

蜜』

『

斗日』

十
八
日
、戊

『
不
視
病

不
弔
人』

午
、火
除

歳
博

茶
三
袋
ウ
ム
院
給
了
、
日
遊
在
内

『

女月』

十
九
日
、己

『

金
剛
峯

不
問
疾』
未
、火
満

陰
錯
、孤
辰
、九
坎
、往
亡

日
遊
在
内

『

太
ー』

『

虚火』

廿

日
、庚

『

天
一
辰
巳』

申
、木
平
沐
浴

『
神
吉』

大
歳
対
、無
翹
、血
忌

『

危水』

廿
一
日
、辛

『

三
吉

忌
遠
行』

酉
、木
定
沐
浴

『

神
吉』
�
比

大
歳
対
井
掘

髪
曽
木

『

室木』

廿
二
日
、壬
戌
、水
執
王
瓜
生

『

伐』

下
弦

大
歳
対
、復

廿
二
日
御
暇
ヲ
申
入
了
、

『

辟金』

廿
三
日
、癸
亥
、水
破

サ
カ
ノ
京
経
也
、陰
陽
交
破
、重

茶
五
袋

覚
勝
院
給
了
、

赤

『

奎土』

廿
四
日
、甲

『

土
公
遊
北』

子
、金
危
沐
浴

大日出
卯
初
一
分

旦
五
十
七
刻

日
入
酉
四
刻
一
分

夜
四
十
三
刻

小
歳
対

空

『

蜜』
『

婁日』

廿
五
日
、乙
丑
、金
成
除
手
甲

大
小
歳
後
、帰
忌
、厭
対
除
土
�

井
掘

髪
曽
木

吉

『

滅
門』

『

胃月』

廿
六
日
、丙

『

天
一
午

天
間』

寅
、火
収
除
足
甲

大
小
歳
後
出
行

吉

円
百

石
三
百
・
・

二
百
ヲ
励
ミ
シ

ヲ

ク
サ
無
申
計
吉
事
也
、

香
鈍
色
返
納
、道
ニ
テ
ヲ
ト
ス
云
�
、

『

昴火』

廿
七
日
、丁

『

三
吉』卯
、火
開
小
満
四
月
中

『

神
吉』

苦
菜
秀

公
小
畜

大
歳
後
移
徙

嫁
娶

元
服

出
行

乗
舟

吉

『

畢水』

廿
八
日
、戊

『

不
視
病

不
弔
人』

辰
、木
閉

『

五
墓』

絶
陰
、月
殺

日
遊
在
内

四
十
七
礼
、

『

觜木』

廿
九
日
、己

『

不
問
疾』巳
、木
建

陽
錯
純
陽
、重

日
遊
在
内

壬

天
道
西
北
行

天
徳
在
乾

月
殺
在
丑
、用
時
艮
巽
坤
乾

五
月
大
建

『

土
府
在
午

土
公
在
門』

午

月
徳
在
丙
、合
在
辛

月
空
在
壬

三
鏡
甲
丙
庚

壬
坤
艮

｣

六
十
礼
、言
千
、眼
千
、(

ア)

千
、

『

狼
ー』 『

参
宿
金
曜』

一

日
、庚

『

三
吉

土
公
入』

午
、土
除『

神
吉

伐』

岩
実
石
三
百
、小
法
師
三
百
、又
米
三
百
、

大

う
か
生
百
卅
六
文
、

歳
後
、月
徳

衛
門
殿
誕
生
、
真
如
院

一
族

一
テ
イ

一
テ
イ
、

六
十
礼
、

言
千
、

『

井土』

二

日
、辛

『

天
一
未
申』

未
、土
満

孤
辰
、九
坎
、厭

七
十
礼
、(

カ
カ
カ)

千
、

『

太
ー』

『

蜜』
『

鬼日』

三

日
、壬
申
、金
平
靡
草
死

滅

大日出
寅
四
分

旦
五
十
八
刻

日
入
戌
初
一
分

夕
四
十
二
刻

歳
後
、血
忌
、無
翹
、復

六
十
礼
、『

柳月』

四

日
、癸

『

三
吉

忌
遠
行』

酉
、金
定『

神
吉』

沐
浴

辟
乾

大
歳
後

茶
三
袋
菊
若
父
ク
ル
ヽ
、

無
勿
体
、

『

星火』

五

日
、甲
戌
、火
執

大
歳
前

安
楽
院
、

ソ
ヽ
リ
二
袋
、
大
小
葉
三
袋
、

三
十
礼
、『

張水』

六

日
、乙
亥
、火
破
沐
浴
除
手
足
甲

大
小
歳
前
、重

『

翼木』

七

日
、丙

『

大
将
軍
遊
南』

子
、水
危
上
弦

『

伐』
『

七
鳥』

大
小
歳
前
、復

随
心
院
十
袋
、

仏
眼
千
、

五
十
礼
、 『

軫金』

八

日
、丁

『

三
吉

天
一
酉』

丑
、水
成
小
暑
至

除
手
甲

大
小
歳
前
、帰
忌
、厭
対

仏
眼
千
、

『

滅
門』

『

角土』

九

日
、戊

『

三
吉

土
公
遊
東

下
食
時
寅

不
視
病』

寅
、土
収
除
足
甲

『

伐』

大
小
歳
前
裁
衣
吉

日
遊
在
内

五
十
礼
、

『

蜜』
『

亢日』

十

日
、己

『

不
問
疾』卯
、土
開『

神
吉

伐』

侯
大
有
内

大
歳
前
、天
恩

日
遊
在
内

目
ク
ラ
ニ
三
袋
施
与
了
、

十
礼
、

『

弖月』

十
一
日
、庚

『

三
吉

人
不
弔』

辰
、金
閉

大
歳
後
、月
殺

『
房火』
十
二
日
、辛

『

三
吉

大
将
軍
返
東』

巳
、金
建『

伐』

大
歳
後
、重

『

心水』

十
三
日
、壬

『

三
吉

天
一
戌
亥

下
食
時
卯

不
弔
人』

午
、木
建
�
種
五
月
節

蟷
螂
生

侯
大
有
外

大日出
寅
四
刻
五
分

旦
五
十
九
刻

日
入
戌
初
二
分

夕
四
十
一
刻

歳
後
、厭
出
行
吉

『

尾木』

十
四
日
、癸

『
三
吉』未
、木
除『

伐』

大
歳
後
、天
恩
、復
、無
翹
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『

箕金』

十
五
日
、甲

『

土
公
入』申
、水
満
望

『

伐』

大

『

日
�
大
分
皆
既
、虧
初
未
七
刻
廿
八
分』

『

加
時
申
一
刻
廿
七
分
、複
未
酉
八
刻
廿
三
分』

歳
後

[

復]

『

滅
門』

『
斗土』
十
六
日
、乙

『

三
吉』酉
、水
平
除
手
足
甲

『

神
吉

伐』

沐
浴

大
夫
家
人

大
歳
前

御
葬
僧
御

(

小
川
宮
ヵ)

百
个
日

可
被
行
也
云
�
、

『

蜜』
『

女日』

十
七
日
、丙
戌
、土
定

『

五
ー』

大
歳
前
、月
徳

真
光
院
ヨ
リ
十
袋
、

『

虚月』

十
八
日
、丁
亥
、土
執
鵙
始
鳴

『

伐』
『

七
鳥』

大
歳
前
、重
、復

『

狼
ー』

『

危火』

十
九
日
、戊

『

大
将
軍
遊
内

天
一
子

不
視
病』

子
、火
破
沐
浴

大
歳
前
、厭
対

日
遊
在
内

『

室水』

廿

日
、己

『

不
問
疾』丑

、火
危
除
手
甲

大
歳
前
、月
殺

日
遊
在
内｣

『

辟木』

廿
一
日
、庚

『

三
吉』寅
、木
成
除
足
甲

大
歳
前
、帰
忌

『

太
ー』

『

奎金』

廿
二
日
、辛

『

羅
刹』卯

、木
収

�
井

大
歳
位
、九
坎
、血
忌

三
十
礼
、『

婁土』

廿
三
日
、壬

『

不
弔
人』辰
、水
開
反
舌
無
声

『

伐』

下
弦

『

五
ー』

大
歳
位

四
十
礼
、

『

蜜』
『

胃日』

廿
四
日
、癸

『

三
吉

大
将
軍
返
東

天
一
天
上

忌
遠
行』

巳
、水
閉

大
歳
位
、重
、復

日
遊
在
内

四
十
礼
、『

昴月』

廿
五
日
、甲

『

三
吉

土
公
遊
南

下
食
時
卯

不
弔
人』

午
、金
建

大日出
寅
二
刻
四
分
半

旦
六
十
刻

日
入
戌
初
二
分

夕
四
十
刻

歳
位
、天
赦
、厭
出
行

乗
舟
吉

日
遊
在
内

四
十
礼
、

百
个
日
、 『

畢火』

廿
六
日
、乙
未
、金
除

『

五
ー』

大
歳
位
、無
翹

『

觜水』

廿
七
日
、丙
申
、火
満
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
位
、月
徳

『

ー
門』

『

参木』

廿
八
日
、丁

『

三
吉

天
間』

酉
、火
平
夏
至
五
月
中

鹿
角
解

公
咸

大
歳
位
、復
、往
亡

『

井金』

廿
九
日
、戊
戌
、木
定
除
手
足
甲

大
歳
位

日
遊
在
内

癸

天
道
東
行

天
徳
在
甲

月
殺
在
戌
、用
時
乙
丁

辛
癸

六
月
大
建

『

土
府
在
戌

土
公
在
門』

未

月
徳
在
甲
、合
在
丑

月
空
在
庚

三
鏡
甲
乙
丁

庚
辛
癸

卅
礼
、『

鬼
宿
土
曜』

一

日
、己
亥
、木
執
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
位
、重
乘
舟
吉

勧

卅
礼
、

『

狼
ー』

『

蜜』

『

柳日』

二

日
、庚

『

三
吉

大
将
軍
遊
西

土
公
入』

子
、土
破
沐
浴

大
歳
位
、厭
対
出
行
吉

廿
礼
、

『

星月』

三

日
、辛

『

三
吉』丑
、土
危
除
手
甲

『

神
吉』

『

五
ー』

大
歳
位
、月
徳
合

卅
六
礼
、

赤

『

張火』

四

日
、壬

『

三
吉』寅
、金
成
除
足
甲

�
始
鳴

大
歳
位
、帰
忌

『

翼水』

五

日
、癸
卯
、金
収

辟
�

大
歳
位
、九
坎
、血
忌
、復

『

軫木』

六

日
、甲

『

不
弔
人』辰
、火
開
没

大
歳
位

卅
礼
、

戌
丑
亡
、

『

角金』

七

日
、乙

『

大
将
軍
返
東
忌
遠
行』

巳
、火
閉『

神
吉』

大
歳
位
、重
元
服

裁
衣

吉

卅
礼
、

『

亢土』

八

日
、丙

『

金
剛
峯
下
食
時
卯
不
弔
人』

午
、水
建
上
弦

陰
陽
倶
錯
、厭
勧

自
八
日
酉
酉

[

醍
醐
、以
下
同]

参
住
、

『

蜜』
『

弖日』

九

日
、丁

『

三
吉』未
、水
除『

神
吉』

大
歳
対
、無
翹
、復
□
門
吉

｣

赤

『

房月』

十

日
、戊

『

三
吉

土
公
遊
西

不
視
病』

申
、土
満
半
夏
生

『

神
吉』

沐
浴

大
歳
対
、歳
徳

日
遊
在
内

『

滅
門』

『

心火』

十
一
日
、己

『

三
吉

天
一
丑
寅

不
問
疾』

酉
、土
平『

神
吉』

大
歳
対

日
遊
在
内

『

尾水』

十
二
日
、庚
戌
、金
定

侯
鼎
内

大
歳
対

『

箕木』

十
三
日
、辛

『

三
吉』亥
、金
執
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
対
、重

『
狼
ー』

『

斗金』

十
四
日
、壬

『

大
将
軍
遊
北』

子
、木
破

陰
陽
衝
撃
、厭
対

空
ー

『
女土』
十
五
日
、癸

『

忌
遠
行』丑
、木
破
小
暑
六
月
節

『

伐』

温
風
至

侯
鼎
外

陽日出
寅
三
刻
五
分

旦
五
十
九
刻

日
入
戌
初
二
分

夕
四
十
一
刻

破
陰
衝

赤

『

蜜』
『

虚日』

十
六
日
、甲

『

三
吉

土
公
入』

寅
、水
危
望除

手
足
甲

大
歳
位
、月
徳

『

狼
ー』

『

危月』

十
七
日
、乙

『
三
吉

天
一
卯』

卯
、水
成『

神
吉』

大
歳
位
塗
�

髪
曽
木

嫁
娶

元
服
吉
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『
滅
門』

『

室火』

十
八
日
、丙

『

天
間

不
弔
人』

辰
、土
収

大
夫
豊

大
歳
位

『
辟水』

十
九
日
、丁

『

大
将
軍
返
東

忌
夜
行』

巳
、土
開

陰
錯
、重
、厭

『

奎木』

廿

日
、戊

『

不
視
病

不
弔
人』

午
、火
閉
蟋
蟀
居
壁

遂
陣
、無
、翹
、復

自
酉
酉

常
福
寺

へ
移
住
、
日
遊
在
内

『

婁金』

廿
一
日
、己

『
不
問
疾』未
、火
建

陽
錯
、復

赤

『

胃土』

廿
二
日
、庚

『

天
一
辰
巳』

申
、木
除
初
伏

『

神
吉』
沐
浴

大
歳
対

空
ー

『

蜜』
『

昴日』

廿
三
日
、辛

『

三
吉』酉
、木
満
下
弦

『

神
吉』

沐
浴

大
歳
対
、血
忌
井
掘
吉

根
本
院
円
寂
、

栄
尊
、

三
位
殿
誕
生
也
、

『

大
ー』

『

畢月』

廿
四
日
、壬

『

甘
呂』戌

、水
平『

伐』

�
渙

大
歳
対
、月
殺
裁
衣

『

觜火』

廿
五
日
、癸
亥
、水
空
鷹
之
学
習

沐
浴

大

『

伏
龍
在
東
垣
六
十
日』
歳
後
、厭
対
、重
元
服

輿
乗
始

吉

『

参水』

廿
六
日
、甲

『

羅
刹
土
公
遊
北
下
食
時
辰』

子
、金
執

大
歳
後
、帰
忌
、九
坎

勧談
義
、

『

井木』

廿
七
日
、乙

『

金
剛
峯

忌
遠
行』

丑
、金
破
土
用
事

『

神
吉』

除
手
甲

大日出
寅
四
刻

旦
五
十
八
刻

日
入
戌
初
一
分

夕
四
十
二
刻

歳
後
移
徙

乗
舟

裁
衣
吉

三
百
文
フ
ス

マ
ヘ
ノ
女
房

ニ
カ
ル
、

同三
十
礼
、

赤

『

鬼金』

廿
八
日
、丙

『

三
吉
天
一
午』

寅
、火
危
除
足
甲

大
歳
後

石
二
百
文
、
福
泉
布
施
内

下
行
之
、

廿
八
日
、四
打
時
ヨ
リ
、京
中
内
裏
ノ
外・
ノ
辺
、御
祈
事
ト
テ
■サ
ウ

勤
、

同
今
日
ニ
勤
、

『

狼
ー』

『

柳土』

廿
九
日
、丁

『

羅
刹

三
吉』

卯
、火
成『

神
吉』

大
歳
後
移
徙

出
行

元
服

吉

｣

『

ー
門』

同

『

蜜』

『

星日』

卅

日
、戊

『

不
弔
人』辰
、木
収
大
暑
六
月
中

腐
草
為
蛍

『

五
ー』

公
履

大
歳
後
、復

宝
�
院
入
御
、
日
遊
在
内

閏
六
月
小

随
節
用
之

十
礼
、

『

鬼
宿
月
曜』

一

日
、己

『

羅
刹』巳
、木
開

陽
錯
、重
、復
、厭

日
遊
在
内

卅
礼
、

『

柳火』

二

日
、庚

『

三
吉

土
公
入

不
弔
人』

午
、土
閉
仲
伏

『

神
吉

伐』

大
歳
後
、無
翹

勧
学
会
今
日
マ
テ

六
个
日
云
�
、

同

『

星水』

三

日
、辛

『

三
吉

天
一
未
申』

未
、土
建

大
歳
後
出
行

乗
船

同

『

張木』

四

日
、壬
申
、金
除
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
後

師
徒
日

同

『

翼金』

五

日
、癸

『

三
吉』酉
、金
満
土
潤
溽
暑

『

神
吉』

沐
浴

大
歳
後
、血
忌
裁
衣

自
今
日
於
大
覚
寺

二
星
合
御
祈
、愛

染
供
、学
衆
結
番
、

『

太
ー』

同

『

軫土』

六

日
、甲
戌
、火
平
除
手
足
甲

辟
�

大
歳
前
、月
徳
乗
舟
吉

今
日
二
座
、

海
誉
・
・
、

大
赤
同

『

蜜』

『

角日』

七

日
、乙
亥
、火
定
滅上
弦

大日出
卯
初
一
分

旦
五
十
七
刻

日
入
酉
四
刻
一
分

夕
四
十
三
刻

歳
前
、厭
対
、重

欠
礼
、

『

亢月』

八

日
、丙

『

大
将
軍
遊
南

下
食
時
辰』

子
、水
執『

伐』
『

七
鳥』

大
歳
対
、帰
忌
、九
坎
、往
亡

大
輔
殿
酒
給
了
、

無
勿
体
〃
〃
〃
、一
十
口
云
�
、

卅
礼
、

『

弖火』

九

日
、丁

『

三
吉

天
一
酉

忌
遠
行』

丑
、水
破
除
手
甲

『

神
吉』

大
小
歳
前

赤欠
、

『

房水』

十

日
、戊

『

三
吉

土
公
遊
東

不
視
病』

寅
、土
危
大
雨
時
行

『

伐』

除
足
甲

大
小
歳
前
、復

日
遊
在
内

『

狼
ー』

卅
礼
、

『

心木』

十
一
日
、己

『

不
問
疾』卯
、土
成『

神
吉

伐』

大
歳
前
、月
徳
合
、復

日
遊
在
内

『

滅
門』

欠
、

『

尾金』

十
二
日
、庚

『

三
吉

不
弔
人』

辰
、金
収

侯
常
内

大
歳
後

愛
供
十
二
日
可
有
御
結
願
、

三
十
礼
、

『

箕土』

十
三
日
、辛

『

三
吉

大
将
軍
返
東

忌
夜
行』

巳
、金
開『

伐』

大
歳
後
、厭
、重

欠
、

『

蜜』
『

斗日』

十
四
日
、壬

『

三
吉

天
一
戌
亥

不
弔
人』

午
、木
閉『

神
吉』

大
歳
後
、無
翹
出
行

裁
衣

大
、

赤

『

女月』
十
五
日
、癸

『

金
剛
峯

三
吉』

未
、木
閉
立
秋
七
月
節

望『

伐』

涼
風
至

侯
常
外

大日出
卯
初
二
分

旦
五
十
六
刻

日
入
酉
三
刻
五
分

夜
四
十
四
刻

歳
対

赤卅
礼

『

虚火』

十
六
日
、甲

『

土
公
入

下
食
時
巳』

申
、水
建
沐
浴

『

神
吉

伐』

除
手
足
甲

大
歳
対
、復
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『
狼
ー』

師
徒
日

卅
礼
、

『

危水』

十
七
日
、乙

『

忌
遠
行』酉
、水
除『

伐』

三
陰
、九
坎

大
ノ
地
振

(

マ
ヽ)

寅

(

×
卯)刻

・

歟
、

寅
時
香
前
ヲ
ハ
ル
後

ナ
ル

故
、
大
凶
也
、
丑

時
ナ
ラ
ハ
無
殊
事
云
�
、

仙

(

後
亀
山
天
皇)

洞
御
祟
云
�
、

仁
和
寺
殿
持
願
院
地
振
御
祈
、

『

室木』

十
八
日
、丙

『

忌
夜
行』戌
、土
満

『

五
ー』

大
夫
節

大
歳
位
、厭
対

｣

今
日
地
振
御
祈
、私
申
之
也
、

『

ー
門』

卅
礼
、

『

辟金』

十
九
日
、丁
亥
、土
平
沐
浴

『

伐』
大
歳
位
、重
裁
衣

今
日
大
実
寺
殿
祈
可
申
、

ク
チ
ハ
シ
ノ
サ
シ
タ
ル

ニ
ハ
、イ
モ
ノ
花
ヲ
モ

ミ
テ
付
、又
ハ
ウ
シ
ノ

ヒ
タ
イ
ト
云
物
ヲ
モ
ミ

テ
付
、イ
モ
ノ
葉
ノ
巻

テ
イ
ツ
ル
ヲ
ト
リ
テ
モ

ミ
テ
付
ル
モ
最
上
ナ
リ
、

五
十
三
礼
、

『

奎土』

廿

日
、戊

『

大
将
軍
遊
内

天
一
子

不
視
病』

子
、火
定
白
露
降

沐
浴

大
歳
位
出
行

乗
舟

吉

日
遊
在
内

『

蜜』
『

婁日』

廿
一
日
、己

『

不
問
疾』丑
、火
執
除
手
甲

大
歳
位
、帰
忌

日
遊
・
・
在
内

御
所
ヘ
ハ
午
刻
ニ
示
歟
、

聖
無
動
院
ニ
自
此
る
す
示
申
、

赤

『

胃月』

廿
二
日
、庚

『

三
吉』寅
、木
破
後
伏

除
足
甲

大
歳
位
、復

大
赤

『

昴火』

廿
三
日
、辛
卯
、木
危
下
弦

『

神
吉』

大日出
卯
初
三
分

旦
五
十
五
刻

日
入
酉
三
刻
四
分

夕
四
十
五
刻

歳
後
、往
亡

四
十
礼
、『

畢水』

廿
四
日
、壬

『

不
弔
人』辰

、水
成『

伐』
『

五
ー』

�
同
人

大
歳
後
、血
忌
、厭

『

大
ー』

三
十
礼
、 『

觜木』

廿
五
日
、癸

『

三
吉

大
将
軍
返
東

天
一
天
上』

巳
、水
収
寒
�
鳴

大
歳
後
、無
翹
、重

日
遊
在
内

毒
フ
ル
故
ニ
、自
廿
五
ニ
チ
夕
廿・
六
日
ノ
子

時
マ
テ
井
ニ

フ
タ
ヲ

シ
テ
不
用
之
云
�
、

三
十
礼
、『

参金』

廿
六
日
、甲

『

三
吉

土
公
遊
南

不
弔
人』

午
、金
開『

神
吉』

大
歳
後
、復

四
十
礼
、『

井土』

廿
七
日
、乙
未
、金
閉

『

五
ー』

大
歳
後
、月
殺

日
遊
在
内

赤四
十
礼
、

『

蜜』

『

鬼日』

廿
八
日
、丙

『

下
食
時
巳』

申
、火
建
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
後

十
月
十
二
日
�
済
誕
生
、

胃
宿
午
時
年
月
生
、

『

狼
ー』

師
徒
日

『

柳月』

廿
九
日
、丁

『

忌
遠
行』酉
、火
除
沐
浴
除
手
足
甲

大
歳
後
、九
坎

甲

天
道
北
行

天
徳
在
癸

月
殺
在
未
、用
時
甲
丙
庚
壬

七
月
小
建

申

月
徳
在
壬
、合
在
丁

月
空
在
丙

三
鏡
乙
辛
乾

艮
巽
坤

四
十
礼
、

『

張
宿
火
曜』

一

日
、戊

『

忌
夜
行』戌
、木
満
処
暑
七
月
中

鷹
乃
祭
鳥

公
損

大
歳
後
、厭
対
□
行

乗
舟

立
門

塗
�

四
十
礼
、仏
眼
千
、

『

ー
門』

『

翼水』

二

日
、己

『

不
問
疾』亥
、木
平『

神
吉』

沐
浴

大日出
卯
一
刻
一
分

旦
五
十
四
刻

日
入
酉
三
刻
二
分

夕
四
十
六
刻

歳
後
、重
乗
舟

元
服
吉

仏
眼
千
、

十
一
礼
、 『

軫木』

三

日
、庚

『

大
将
軍
遊
西

土
公
入』

子
、土
定

『

九
虎』

大
歳
後
、復

仏
眼
千
、

卅
礼
、

『

角金』

四

日
、辛
丑
、土
執

『

五
墓』

大
歳
後
、帰
忌

四
十
礼
、

衰
『

亢土』

五

日
、壬

『

金
剛
峯

三
吉』

寅
、金
破
除
足
甲

大
歳
後
、月
徳
移
徙

嫁
娶

元
服

出
行

立
屋

立
�

立
門

輿
乗
始

四
十
礼
歟
、

安空

『

蜜』

『

弖日』
六

日
、癸

『

三
吉』卯
、金
危
天
地
始
肅

『

神
吉』

除
手
足
甲

大
歳
後
元
服

立
門

裁
衣
吉

欠危一
買
失
千

『

房月』

七

日
、甲

『
不
弔
人』辰
、火
成

辟
否

陰
錯
、血
忌
、復
、厭

｣
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成

『

太
ー』

欠

『

心火』

八

日
、乙

『

大
将
軍
返
東』

巳
、火
収『

神
吉』

上
弦

大
歳
後
、無
翹
、重

酉
酉
へ
出
る
也
、

懐赤

欠

『
尾水』
九

日
、丙

『

三
吉

不
弔
人』

午
、水
開『

神
吉』

大
歳
前

三
十
礼
、

仏
滅
日

支

『

箕木』

十

日
、丁

『

三
吉』未

、水
閉『

神
吉』

大日出
卯
一
刻
一
分

旦
五
十
三
刻

日
入
酉
三
刻

夕
四
十
七
刻

歳
前
、月
殺

欠千四
十
礼
、 『

斗金』

十
一
日
、戊

『
三
吉

土
公
遊
西

下
食
時
巳

不
視
病』

申
、土
建
禾
乃
登

『

神
吉』

沐
浴

大
歳
前
、天
赦

日
遊
在
内

『

狼
ー』

離
銭
日

薬

欠
、

『

女土』

十
二
日
、己

『

天
一
丑
寅

忌
遠
行

不
問
疾』

酉
、土
除
沐
浴

大
歳
前
、九
坎

日
遊
在
内

出
財
忌

除

仏
滅
日

『

蜜』
『

虚日』

十
三
日
、庚

『

忌
夜
行』戌
、金
満

侯
巽
内

大
歳
前
、厭
対
、復

ア
シ
タ
宰
相
殿
東
寺
ヘ
出
、

衰三
十
礼
、

『

ー
門』

空

『

危月』

十
四
日
、辛
亥
、金
平

『

九
虎』

大
歳
前
、重

大
ハ
チ
ノ
ス
ヲ
洗
シ
ヲ
ノ

メ
ハ
細
�
ノ
小
便
ナ
シ
、

安

出
財
忌

赤

四
十
礼
、

『

室火』

十
五
日
、壬

『

大
将
軍
遊
北』

子
、木
定
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
後
、月
徳

談
義
ニ
出
仕
、

法
滅
日

危

欠
、

『

辟水』

十
六
日
、癸

『

三
吉』丑
、木
定
白
露
八
月
節

望『

神
吉

伐』

鴻
雁
来

侯
巽
外

大
歳
後
裁
衣
吉

成欠法
滅
日

『

奎木』

十
七
日
、甲

『

土
公
入』寅
、水
執
没

大
歳
後
、帰
忌

酉
酉
へ
慈
尊
院

来
臨
候
也
、

壊

『

婁金』

十
八
日
、乙

『

天
一
卯』卯
、水
破

陽
錯
、復
、厭

支

『

胃土』

十
九
日
、丙

『

不
弔
人』辰
、土
危

大日出
卯
一
刻
二
分

旦
五
十
二
刻

日
入
酉
二
刻
四
分

夕
四
十
八
刻

歳
後
、月
殺
、無
翹
移
徙

元
服

出
行

立
門

吉

親蜜

『

昴日』

廿

日
、丁

『

三
吉

大
将
軍
返
東

忌
遠
行』

巳
、土
成

大
夫
萃

大
歳
前
、重
輿
乗
始
吉

台

『

ー
門』

赤

『

畢月』

廿
一
日
、戊

『

甘
呂

不
視
病

不
弔
人』

午
、火
収

大
歳
前
、九
坎

酉
酉
退
出
、
日
遊
在
内

空

『

觜火』

廿
二
日
、己

『

三
吉

不
問
疾』

未
、火
開
玄
鳥
帰

『

神
吉』

大
歳
前
出
行

日
遊
在
内

『

参水』

廿
三
日
、庚

『

羅
刹

天
一
辰
巳』

申
、木
閉
下
弦

『

神
吉』

沐
浴

大
歳
前
、月
徳

法
身
院
来
住
、

出
財
吉

離
銭
日

『

狼
ー』
『

井木』

廿
四
日
、辛

『

金
剛
峯

下
食
時
申』

酉
、木
建

陽
錯
、厭
対
、復

今
日
御
談
義
行
之
、

三
十
礼
、『

鬼金』

廿
五
日
、壬

『

忌
夜
行』戌
、水
除『

伐』

大
歳
前
、血
忌

主
上

(

称
光
天
皇)御
頓
病
、
廿
六
日
戌
始
地
振
、

法
滅
日

『

柳土』

廿
六
日
、癸

『

羅
刹』亥
、水
満
沐
浴

�
大
蓄

大
歳
対
、重
元
服
吉

廿
五
日
ア
ク
レ
ハ

廿
六
日
の
子

刻

許
ヨ
リ
御
悩

(

マ
マ)

云
�
、

下
血
御
所
労
也
、

赤

『

蜜』
『

星日』

廿
七
日
、甲

『

土
公
遊
北

天
間』

子
、金
平
沐
浴
群
鳥
養
羞

『

伏
龍
在
四
隅
百
日』

大 日
出
卯
一
刻

旦
五
十
一
刻

日
入
酉
二
刻
二
分

夕
四
十
九
刻

歳
対

日
遊
在
内｣

主
上
ハ
仙
洞
・行

(

×
御)

幸
、

出
財
忌

『

張月』

廿
八
日
、乙
丑
、金
定『

神
吉』

除
手
甲

大
小
歳
対
、復
塗
�

乗
舟
吉

『

翼火』

廿
九
日
、丙

『

羅
刹
三
吉
天
一
午』

寅
、火
執
除
手
足
甲

大
小
歳
対
、帰
忌
元
服

裁
衣
吉

午
刻
崩
御
云
�
、

乙

天
道
東
北
行

天
徳
在
艮

月
殺
在
辰
、用
時
艮
巽

坤
乾

八
月
大
建

『

土
府
在
未

土
公
在
井』

酉

月
徳
在
庚
、合
在
乙

月
空
在
甲

三
鏡
甲
丙
庚

壬
乾
巽

『

角
宿

水
曜』

一

日
、丁

『

三
吉』卯
、火
破

大
小
歳
対
、厭
元
服

出
行

裁
衣
吉

『

亢木』

二

日
、戊

『

不
視
病

不
弔
人』

辰
、木
危
社

『

五
ー』

大
歳
対
、無
翹
、月
殺

( ) イェール大学所蔵 『応永三十二年具注暦』 について (菊地)133

(13張)

(14張)

©2012 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



自
法
身
院
�
出
候
也
、

法
滅
日

『

弖金』

三

日
、己
巳
、木
成
秋
分
八
月
中

『

神
吉』

雷
乃
収
声

公
賁

大
歳
対
、重
輿
乗
始

勧

介
ア
サ
リ
重
清

入
滅
度
、廿
一
也
、

『

ー
門』

銭
財
離

危
『

房土』

四

日
、庚

『

土
公
入

不
弔
人』

午
、土
収『

伐』

大
歳
対
、九
坎

空

法
滅
日

成

『

蜜』
『

心日』

五

日
、辛

『
三
吉

天
一
未
申』

未
、土
開

大日出
卯
時
正

昼
五
十
刻

日
入
酉
時
正

夜
五
十
刻

歳
対
、復
、往
亡
納
財
吉

不
用
本
房
ヲ
、石
五
百
、同
三
百
、尼
二
百
下
行
、

壊

『

尾月』

六

日
、壬
申
、金
閉
除
手
足
甲

『
神
吉』

沐
浴

大
歳
対

『

狼
ー』

支

『

箕火』

七

日
、癸

『

三
吉

下
食
時
午』

酉
、金
建
沐
浴

大
歳
対
、厭
対
元
服

出
行

吉

七
日
夜
地
震
、

子
刻
歟
、

赤

出
財
忌

法
滅
日

『

斗水』

八

日
、甲

『

忌
夜
行』戌
、火
除
蟄
虫
�
戸

大
歳
位
、血
忌
出
行
吉

伝
法
会
開
白
、

薬同

『

女木』

九

日
、乙
亥
、火
満
上
弦
沐
浴

辟
観

大
歳
位
、重
、復
元
服

伝
法
会(

×
開
白)

談
義
・
・
、

『

太
禍』 『

虚金』

十

日
、丙

『

大
将
軍
遊
南』

子
、水
平
沐
浴

『

伐』

大
歳
位
裁
衣
吉

皆
明
寺
円
寂
ハ
十
一
日
な
り
、

出
財
吉

『

危土』

十
一
日
、丁

『

三
吉

土
公
遊
東

不
視
病

天
一
酉』

丑
、水
定
除
手
甲

大
小
歳
位
髪
曽
木

閣
学
房
香
火
ヲ
置

カ
セ
、
三
位
�
・

刑
部
�
三
人
退
出
、

義
円
同
宿
、

今
日
自
関
東
竹
田
国
工
人
ヲ
被
向
之
由
到
来
云
�
、

『

蜜』
『

室日』

十
二
日
、戊

『

不
視
病』寅
、土
執
滅

『

伐』

大日出
卯
二
刻
二
分

旦
四
十
九
刻

日
入
酉
一
刻
五
分

夕
五
十
一
刻

歳
位
、帰
忌

日
遊
在
内

空

『

辟月』

十
三
日
、己

『

不
問
疾』卯
、土
破
水
始
涸

『

伐』

勧

大
歳
位
、厭

日
遊
在
内

赤出
財
吉

『

奎火』

十
四
日
、庚

『

三
吉

不
弔
人』

辰
、金
危

勧
�

大
歳
対
、無
翹
、月
殺
�
納
財
吉

善
光
寺
与
相
国
寺
同
時
焼
、十
四
日
ニ
相
国

寺
悉
焼
失
云
�
、但
艮
角
塔
三
ノ
コ
ル
云
�
、

天
変
ト
フ
、

『

婁水』

十
五
日
、辛

『

三
吉

大
将
軍
返
東

忌
遠
行』

巳
、金
成『

伐』

勧

侯
帰
妹
内

大
歳
対
、重
、復

｣

『

ー
門』

銭
財
離

『

胃木』

十
六
日
、壬

『

天
一
戌
亥

不
弔
人』

午
、木
収
望

大
歳
対
、九
坎

納
財
吉

重 [

清]二青
七
日
、

『

昴金』

十
七
日
、癸

『

三
吉』未

、木
開『

伐』

大
歳
対
、母
倉

皆
明
初
七
日
、

胎

『

畢土』

十
八
日
、甲

『

土
公
入』申
、水
開
寒
露
九
月
節

『

伐』

鴻
雁
来
賓

侯
婦

[

帰]

妹
外

大
歳
対
、厭
対
伊
勢
ノ
御
禊
ニ
テ

伊
勢
ノ
イ
ス
ヽ
川

ニ
テ
七
个
日
水
ヲ

ア
フ
レ
ハ
、時
伝

尸
病
ナ
ヲ
ル
、厳

重
ノ
事
ナ
リ
云
�
、

三
十
礼
、

出
財
吉

『

蜜』
『

觜日』

十
九
日
、乙

『

三
吉』酉
、水
閉『

神
吉』

『

伐』

沐
浴

大
歳
位

赤

四
十
礼
、舎
十
、

『

参月』

廿

日
、丙
戌
、土
建

『

五
ー』

大日出
卯
二
刻
四
分

旦
四
十
八
刻

日
入
酉
一
刻
三
分

夕
五
十
二
刻

歳
位

納
財
吉

空

『

井火』

廿
一
日
、丁
亥
、土
除
沐
浴

『

伐』

大
夫
無
妄

大
歳
位
、重
元
服

裁
衣

『

鬼水』

廿
二
日
、戊

『

大
将
軍
遊
内

天
一
子

不
視
病』

子
、火
満
沐
浴

御
欠
中

云

、
�

大
歳
位
、帰
忌
、復
元
服

裁
衣

乗
舟
吉

日
遊
在
内

真
望
院
様
分
よ
り
も
計
け
る
也
、

『

滅
門』

『
柳木』

廿
三
日
、己

『

忌
遠
行

不
問
疾』

丑
、火
平
雀
入
大
水
為
蛤

下
弦

大
歳
位
、復

重
清
三
七
日
、
日
遊
在
内

『

星金』

廿
四
日
、庚
寅
、木
定

行
很
、九
坎
、厭

皆
明
二
七
日
、

『

狼
ー』

『

張土』

廿
五
日
、辛
卯
、木
執

絶
陽
、無
翹

学
衆
中
よ
り
の
も
の
イ
リ
也
、
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赤

『
蜜』

『

翼日』

廿
六
日
、壬

『

不
弔
人』辰
、水
破『

伐』
『

五
ー』

絶
陽

・三

(

×
惣
よ
り
の
も
の
な
し)

問
一
服

・
・
・
之
次
、世
滞
、

宰
相
殿
帰
寺
了
、学
衆
も
て
な
し
申
、損
少

�
真
悲
院
御
助
成
、

出
財
吉

『

軫月』

廿
七
日
、癸
巳
、水
危

�
明
夷

絶
陽
、血
忌
、重

日
遊
在
内

銭
財
離

『

角火』

廿
八
日
、甲

『
土
公
遊
南

不
弔
人』

午
、金
成
菊
有
黄
花

絶日出
卯
三
刻

旦
四
十
七
刻

日
入
酉
一
刻
一
分

夕
五
十
三
刻

陽

日
遊
在
内

『

太
ー』

出
財
忌

空

『

亢水』

廿
九
日
、乙

『

天
間』未
、金
収

『

五
墓』

絶
陽

三
上
ノ
修
理
亮
ノ
子
常
化
坊

・
・
・
ノ
行
位
房
、

飯
尾 [

加
賀]
賀殿
、�

十
人
舎
弟
、

『

弖木』

卅

日
、丙

『

羅
刹』申
、火
開
土
用
事

勧

絶
陽
、厭
対

清

(

重
清)

四
七
日
、

戌

申

午

辰

寅

戊
癸

十
一

九

七

五

三

丙
辛

丁
壬

丙

天
道
南
行

天
徳
在
丙

月
殺
在
丑

用
時
乙
丁
辛
癸

九
月
大
建

『

土
府
在
亥

土
公
在
井』

戌

月
徳
在
丙
、合
在
辛

月
空
在
壬

三
鏡
乙
丙
丁

辛
壬
癸

赤

『

弖
宿

金
曜』

一

日
、丁
酉
、火
閉
勧

絶
陽

皆
明
三
七
日
、

日
遊
在
内

仏
眼
三
千
返
、

『

房土』

二

日
、戊

『

不
視
病』戌
、木
建
勧

単
陽
、復

日
遊
在
内

離
銭
日
、
御
所
四
十
九
日
、

『

蜜』
『

心日』

三

日
、己

『

不
問
疾』亥
、木
除
霜
降
九
月
中

『

神
吉』

豺
之
祭
獣

公
困

大
歳
後
、重
、復
乗
舟

日
遊
在
内｣

空
、
四
十
礼
、
尊
百
反
、

『

尾月』

四

日
、庚

『

大
将
軍
遊
西

土
公
入』

子
、土
満

『

九
虎』

大
歳
後
、帰
忌

尊
四
十
九
、

日
遊
在
内

『

ー
門』
『

箕火』

五

日
、辛

『

忌
遠
行』丑
、土
平

『

五
ー』

大
歳
後
、月
徳
合

四三
歟十
礼
、
日尊
百
、
遊
在
内

『

斗水』

六

日
、壬
寅
、金
定
仏
眼
二
千
、

勧

了日出
卯
三
刻
二
分

旦
四
十
六
刻

日
入
酉
初
五
分

夕
五
十
四
刻

戻
、九
坎
、厭

四三
歟十

礼
、
日尊
百
、
遊
在
内

『

狼
ー』

赤

『

女木』

七

日
、癸
卯
、金
執『

神
吉』

勧

大
歳
後
、無
翹
出
行
吉

四
十
礼
、

尊
百
、

重
四
七
、

仏
眼
二
千
、

出
財
凶

『

虚金』

八

日
、甲

『

三
吉

不
弔
人』

辰
、火
破
草
木
黄
落

上
弦

勤

大
歳
後
出
行

乗
舟
吉

裁
衣

四
十
礼
、

薬
百
、

皆
明
四
七
、

信
乗
ア
サ
リ
誕
生
、

『

危土』

九

日
、乙

『

大
将
軍
返
東

下
食
時
未』

巳
、火
危『

神
吉』

勧

辟
剥

大
歳
後
、血
忌
、重

四
十
礼
、尊
百
、

『

蜜』
『

室日』

十

日
、丙

『

三
吉

不
弔
人

歳
下
食』

午
、水
成『

神
吉』

大
歳
前
、月
徳

仏
眼
二
千
、尊
百

『

太
禍』

『

辟月』

十
一
日
、丁

『

三
吉

忌
夜
行』

未
、水
収『

神
吉』

大
歳
前
裁
衣

空

『

奎火』

十
二
日
、戊

『

三
吉

土
公
遊
西

不
視
病』

申
、土
開
沐
浴

大
歳
前
、天
赦
、厭
対
、復

日
遊
在
内

赤

『

婁水』

十
三
日
、己

『

三
吉

天
一
丑
寅

不
問
疾』

酉
、土
閉
蟄
虫
咸
俯

『

神
吉』

沐
浴

大
歳
前
、復

日
遊
在
内

出
財
凶

『

胃木』

十
四
日
、庚
戌
、金
建

陽日出
卯
三
刻
四
分

昼
四
十
五
刻

日
入
酉
初
三
分

夕
五
十
五
刻

錯
、往
亡

重
五
七
、

出
財
良
日

離
銭
日

『

昴金』

十
五
日
、辛
亥
、金
除
仏
千
、

『

九
虎』

侯
艮
内

大
歳
前
、重

皆
五
七
日
、

出
財
凶

四
十
礼
、 『

畢土』

十
六
日
、壬

『

大
将
軍
遊
北』

子
、木
満
望

沐
浴

『

神
吉』

除
手
足
甲

仏
千

大
歳
後
、帰
忌
シ
ハ
ヌ
ス
ム
モ
ノ
ア
ラ
チ

又
請
ニ
コ
ソ
ト
ル
ヘ
ケ
レ
、

『

滅
門』

『

蜜』
『

觜日』

十
七
日
、癸

『

三
吉

忌
遠
行』

丑
、木
平
除
手
甲

『

神
吉

伐』

大
歳
後

『

太
禍』

『

参月』

十
八
日
、甲

『

土
公
入』寅
、水
平
立
冬
十
月
節

水
始
氷

侯
艮
外

大
歳
対
、無
翹

『
狼
ー』
赤

『

井火』

十
九
日
、乙

『

三
吉

天
一
卯』

卯
、水
定『

神
吉』

大
歳
対

尊
千
、

空

『
鬼水』
廿

日
、丙

『

不
弔
人』辰
、土
執

大
歳
対
、復
出
行

裁
衣
吉

尊
千
、

仏
千
、

『

柳木』

廿
一
日
、丁

『

大
将
軍
返
東』

巳
、土
破

大
夫
既
済

陰
陽
交
破
、重

重
六
七
、

尊
、

『

星金』

廿
二
日
、戊

『
不
視
病

不
弔
人』

午
、火
危『

神
吉』

大日出
卯
三
刻
五
分

昼
四
十
四
刻

日
入
酉
初
二
分

夜
五
十
六
刻

歳
位

日
遊
在
内

皆
六
七
日
、
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尊
、

仏
眼
千
、 『

張土』

廿
三
日
、己

『

三
吉

不
問
疾』

未
、火
成
下
弦
地
始
凍

大
歳
位
、厭
対
乗
舟
吉

日
遊
在
内｣

尊
、

『

ー
門』

『

蜜』
『

翼日』
廿
四
日
、庚

『

天
一
辰
巳』

申
、木
収『

神
吉』

沐
浴

大
歳
位

深
清
誕
生
日
、

出
財
吉

赤

『

軫月』

廿
五
日
、辛

『

三
吉

忌
遠
行』

酉
、木
開
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
位

『

角火』

廿
六
日
、壬
戌
、水
閉『

伐』

大
歳
位
、復
、月
殺

弁
殿
生
日
九
月

廿
六
日
角
宿
也
、

離
銭
日

『

亢水』

廿
七
日
、癸

『

下
食
時
申』

亥
、水
建
没

『

六
蛇』

陽
錯
、九
坎
、血
忌
、重

宝
号
千

尊
、(

ア)

千
、

空

『

弖木』

廿
八
日
、甲

『

羅
刹

土
公
遊
北』

子
、金
除
沐
浴

�
噬
�

大
歳
前
、天
赦
、往
亡
裁
衣

重
七
�
日
、

出
財
凶

尊
、

『

房金』

廿
九
日
、乙

『

甘
呂』丑
、金
満
野
鶏
入
大
水
爲
蜃

■

孤
辰
、帰
忌
、厭

御
坊
・
・
住
山
科
内
五
百
文
、石
三
百
文
、

『

大
ー』

納
財
吉

尊
、

『

心土』

卅

日
、丙

『

三
吉

天
一
午

天
間』

寅
、火
平
除
手
足
甲

大
歳
前
、無
翹
、復
同
住
二
百
文
尼
、

丁

天
道
東
行

天
徳
在
乙

月
殺
在
戌
、用
時
甲
丙

庚
壬

十
月
小
建

『

土
府
在
辰

土
公
在
庭』

亥

月
徳
在
甲
、合
在
己

月
空
在
庚

三
鏡
丁
癸
坤

乾
艮
巽

八
幡
御
祈
祷
、三
宝
院
御
結
願
、帰
京
、

『

狼
ー』

尊
、

離
銭
日

『

蜜』
『

心
宿

日
曜』

一

日
、丁

『

三
吉』卯

、火
定『

神
吉』

大日出
卯
四
刻
一
分

旦
四
十
三
刻

日
入
酉
初
一
分

夕
五
十
七
刻

歳
前
元
服

出
行
吉

尊
、

『

尾月』

二

日
、戊

『

不
視
病

不
弔
人』

辰
、木
執

『

五
ー』

大
歳
前
塗
�

八
幡
平
等
心
院

談
義
始
行
之
、
日
遊
在
内

空尊
、

『

箕火』

三

日
、己

『

不
問
疾』巳
、木
破

陰
陽
衝
破
、重

自
分
秋

季
也
、

日
遊
在
内

『

斗水』

四

日
、庚

『

三
吉

土
公
入

不
弔
人』

午
、土
危
小
雪
十
月
中

『

神
吉

伐』

虹
蔵
不
見

公
大
過

大
歳
前
嫁
娶
吉

長
老
入
御
、

収
財
吉

『

女木』

五

日
、辛

『

三
吉

天
一
未
申』

未
、土
成

明
光
来
臨
云
�
、

善
法
寺
可
参
申
、
大
歳
前
、厭
対
立
門

井
掘

立
屋

立
倉

乗
舟
吉

『

ー
門』

尊
、

赤

『

虚金』

六

日
、壬
申
、金
収
除
手
足
甲

『

神
吉』

沐
浴

大
歳
前
、復

張
本
人
少
�
尋
問
申
了
、

尊
、

『

危土』

七

日
、癸

『

三
吉

忌
遠
行』

酉
、金
開『

神
吉』

沐
浴

賊
徒
退
来
臨
、

輔
殿
入
夜
臨
来
、
大
歳
前
立
門

掘
井

出
財
凶

『

蜜』
『

室日』

八

日
、甲
戌
、火
閉
上
弦

大
歳
後
、月
徳
移
徙

出
行

立
屋

乗
舟

塗
�

立
門

元
服

掘
井

出
財
凶

『

辟月』

九

日
、乙

『

下
食
時
申』

亥
、火
建
天
気
上
騰
地
気
下
降

沐
浴

大日出
辰
初
一
分

旦
四
十
二
刻

日
入
申
四
刻

夕
五
十
八
刻

歳
後
、九
坎
、血
忌
、重

河
内
一
宮
ハ
ア
ウ
ク蔵

ラ
里
に
歟
、

『

奎火』

十

日
、丙

『

大
将
軍
遊
南』

子
、水
除
沐
浴

『

伐』

大
歳
後
、復
輿
乗
始
吉

裁
衣
吉

ナ
キ
サ
ノ

入
道
殿
子

息
寿
仙
明

了
房
、

出
財
吉

空

『

婁水』

十
一
日
、丁

『

天
一
酉』丑
、水
満

孤
辰
、帰
忌
、厭

｣

�
済
誕
生
日
、

『

大
ー』

赤

『

胃木』

十
二
日
、戊
寅
、土
平
除
足
甲

『

伐』

納
財
凶

大
歳
後
、無
翹

日
遊
在
内

『

狼
ー』

離
銭
日

『

昴金』

十
三
日
、己

『

不
問
疾』卯

、土
定『

神
吉
伐』

大
歳
後
、月
徳
合

日
遊
在
内

出
財
吉

納
財
吉

『

畢土』

十
四
日
、庚

『

三
吉

不
弔
人』

辰
、金
執
閉
塞
而
成
冬

大
歳
前
嫁
娶

出
行
吉

『

蜜』
『

觜日』

十
五
日
、辛

『

大
将
軍
返
東』

巳
、金
破
滅

『

伐』

望

大

『

日
�
大
分
十
五
分
之
十
二
半
強

虧
初
寅
二
刻

』

『

加
時
卯
二
刻
八
分

複
未
辰
一
刻

』

歳

七
十
二
分
半

前

四
十
八
分
半

、重

[

復]

出
財
凶

納
財
吉

『

参月』
十
六
日
、壬

『

三
吉

天
一
戌
亥

不
弔
人』

午
、木
危
除
手
足
甲

『

神
吉』

侯
未
済
内

大
歳
前
、復
嫁
娶

出
行

立
門

元
服

吉

『

井火』

十
七
日
、癸

『

三
吉

忌
夜
行』

未
、木
成『

伐』

大
歳
前
、厭
対
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『
ー
門』

赤
『

鬼水』

十
八
日
、甲

『

土
公
入』

申
、水
収
沐
浴

『

神
吉

伐』

大
歳
前

大
将
軍
遊
行
方
事
、
甲
子

東
遊
五
日
、
己
巳
返
、
丙

子
南
遊
、
辛
巳
返
、
庚
子

西
遊
五
日
、
乙
巳
反

[

返]

、
壬

子
北
遊
、
丁
巳
返
、
戊
子

内
遊
五
日
、
癸
巳
返
、
内

ニ

遊
ト
ハ

閉
方
ニ

ハ
タ
ラ
カ

テ
ア
ル
ナ
リ
、

『

太
ー』

出
財
吉

『

柳木』

十
九
日
、乙

『

三
吉』酉
、水
収
大
雪
十
一
月
節

『

神
吉

伐』

鵙
鳥
不
鳴

侯
未
済
外

大日出
辰
初
二
分

旦
四
十
一
刻

日
入
申
三
刻
五
分

夕
五
十
九
刻

歳
後

同納
財
吉

『

星金』

廿

日
、丙
戌
、土
開

『

五
ー』

大
歳
後

『

張土』

廿
一
日
、丁
亥
、土
閉
沐
浴

『

伐』

大
歳
後
、重
、復

『

蜜』
『

翼日』

廿
二
日
、戊

『

大
将
軍
遊
内

天
一
子

不
視
病』

子
、火
建
下
弦

大
夫
蹇

陰
陽
倶
錯
、厭

納
財
吉

『

軫月』

廿
三
日
、己

『

下
食
時
酉

不
問
疾』

丑
、火
除
除
手
甲

大
歳
後
、無
翹
塗
�

掘
井

乗
舟

吉

納
財
吉

赤

『

角火』

廿
四
日
、庚

『

三
吉』寅
、木
満
武
始
交

除
足
甲

大
歳
後
、帰
忌

『

ー
門』

離
銭
日

『

亢水』

廿
五
日
、辛
卯
、木
平『

神
吉』

大
歳
対
出
行

『

弖木』

廿
六
日
、壬

『

羅
刹

忌
夜
行

不
弔
人』

辰
、水
定

『

五
ー』

大
歳
対
、月
徳

出
財
吉

空

『

房金』

廿
七
日
、癸

『

甘
呂

三
吉

大
将
軍
返
東

天
一
天
上

忌
遠
行』

巳
、水
執
収
財
凶

大
歳
対
、重
、復
裁
衣
吉

日
遊
在
内

『

狼
ー』

納
財
吉

『

心土』

廿
八
日
、甲

『

三
吉

土
公
遊
南

不
弔
人』

午
、金
破

�
頤

大
歳
対
、厭
対
、血
忌
出
行

乗
舟

立
門

塗
�

井
掘

元
服

吉

日
遊
在
内

出
財
凶

『

蜜』

箕

『

尾日』

廿
九
日
、乙

『

金
剛
峯』未
、金
危
�
挺
出

『

五
ー』

大
歳
対
塗
�

毎
年
六
月
十
日
・
十
四
日
・
十
六
日
、少
分
ナ
リ
ト
モ
人
ニ
不
可
与
日
也
、

戊

天
道
東
南
行

天
徳
在
巽

月
殺
在
未
、用
時
艮
巽
坤
乾

十
一
月
大
建

『

土
府
在
申

土
公
在
庭』

子

月
徳
在
壬
、合
在
丁

月
空
在
丙

三
鏡
甲
丙
庚

壬
坤
乾

タ
ケ
ト
ウ
ウ
ラ
ノ
歌

ク
ナ
ト
サ
ヘ
ユ
ウ
ケ
ノ
神
ニ
物
ト
ハ
ヽ
道
ユ
キ
人
ニ
ウ
ラ
マ
サ
ニ
セ
ヨ
、

『

斗
宿
月
曜』

一

日
、丙
申
、火
成
沐
浴

大
歳
対
、九
坎

｣

『

太
ー』

空

『

女火』

二

日
、丁

『

三
吉

天
間』

酉
、火
収
沐
浴

大日
出
辰
初
二
分

旦
四
十
二
刻

日
入
申
三
刻
四
分
半

夕
六
十
刻

歳
対
、復
井
掘

元
服

正
月
事
始

吉

法
成
就
日

『

虚水』

三

日
、戊

『

不
視
病』戌
、木
開

大
歳
対
立
屋

移
徙

出
行

乗
舟

塗
�

正
月
事
始

掘
井

正
・
二
・
三
戌
、・
四
・
五
・
六
酉
、・
七
子
、・
八
丑
、・
九
寅
、・
十
亥
、・
十
一
亥
、・
十
二
、亥
、

衰

『

危木』

四

日
、己
亥
、木
閉
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
対
、重
元
服

正
月
事
始

吉

巳
時
大
地
振
、

安赤

『

室金』

五

日
、庚

『

三
吉

大
将
軍
遊
西

土
公
入』

子
、土
建
冬
至
十
一
月
中

沐
浴

蚯
蚓
結

公
中
�

大
歳
対
、厭

僧
ノ
正
月
ニ

怪
ア
リ
、

前
仏
ニ

申
ナ
シ

、神
ニ

寅

ナ
シ
、

危

『

辟土』

六

日
、辛

『

下
食
時
酉』

丑
、土
除

『

五
ー』

大
歳
対
、無
翹

『

蜜』
『

奎日』

七成

日
、壬

『

三
吉』寅
、金
満
除
足
甲

大
歳
対
、帰
忌
元
服

門
立

正
月
事
始

裁
衣

輿
乗
始
吉

『

ー
門』

『

婁月』

八壊

日
、癸

『

三
吉』卯
、金
平『

神
吉』

大
歳
対
、復
移
徙

嫁
娶

元
服

出
行

輿
乗
始

吉

談
方
コ
マ

(

護
摩)

自
九
日
始
之
、

三
宝
神
明
吉
、
正
子
、・
二
丑
、
已
下
如
是
、

出
財
凶

『
胃火』
九支

日
、甲

『

三
吉

忌
夜
行

不
弔
人』

辰
、火
定
上
弦

大
歳
対
、往
亡
元
服

乗
舟

立
門

塗
�

吉

空

『

昴水』

十視

日
、乙

『

金
剛
峯

大
将
軍
返
東

忌
夜
行』

巳
、火	(

×
土) 執
麋
角
解

『

神
吉』

大
歳
対
、重
髪
曽
木
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『
狼
ー』

赤
『

畢木』

十
一
日
、丙

『

不
弔
人』午
、水
破

辟
復

陰
陽
衝
撃
、厭
対
、血
忌

『
觜金』

十
二
日
、丁

『

三
吉』未
、水
危『

神
吉』

仏
滅
日

大
歳
位
、復
、月
殺

出
財
凶

『

参土』

十
三
日
、戊

『

土
公
遊
西

不
視
病』

申
、土
成
沐
浴

大
歳
位
、九
坎

日
遊
在
内

『

大
ー』

『

蜜』
『

井日』

十
四
日
、己

『
三
吉

天
一
丑
寅

不
問
疾』

酉
、土
収
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
位
髪
曽
木

立
門

掘
井

吉

日
遊
在
内

酉
酉
談
義
、乃
論
第
三
、三
賢
相
傳
覚
ま
て
構

[

講]

會
了
、

第
三
位
言
如
法
身
�
以
下
カ
ラ
明
年
ハ
可
講
之
、

出
財
凶

『

鬼月』

十
五
日
、庚

『

羅
刹』戌

、金
開
水
泉
動

法
滅
日
云
�
、

大
歳
位
立
門

掘
井

出
行

正
月
事
始

吉

岩
寿
十
六
日
後
夜
誕
生
、

出
財
吉

『

柳火』

十
六
日
、辛

『

三
吉』亥

、金
閉
望
沐
浴

『

神
吉』

除
手
足
甲

大
歳
位
、重

出
財
凶

赤

『

星水』

十
七
日
、壬

『

大
将
軍
返
北』

子
、木
建
沐
浴

『

六
蛇』

侯
屯
内

陰
陽
倶
錯
、厭

法
滅
日

空

『

張木』

十
八
日
、癸

『

三
吉

下
食
時
酉』

丑
、木
除
除
手
甲

『

神
吉
伐』

大
歳
対
、無
翹
、復
髪
曽
木
吉

法
滅
日
云
�
、

『

翼金』

十
九
日
、甲

『

三
吉

土
公
入』

寅
、水
満
除
足
甲

大
歳
対
、帰
忌
髪
曽
木

正
月
事
始

裁
衣

吉

『

軫土』

廿

日
、乙

『

三
吉

天
一
卯

下
食
時
戌』

卯
、水
満
小
寒
十
二
月
節

『

神
吉』

鳫
北
郷
向

侯
七
外

大日出
辰
初
一
分

旦
四
十
一
刻

日
入
申
三
刻
五
分

夕
五
十
九
刻

歳
対
嫁
娶

掘
井

裁
衣
吉

廿
日
、二
百

百
个
、

｣

『

大
ー』

『

蜜』
『

角日』

廿
一
日
、丙

『

天
間

不
弔
人』

辰
、土
平

大
歳
対
移
徙

嫁
娶

元
服

出
行

立
門

裁
衣

吉

廿
一
日
、

此
日
百
个
、

『

亢月』

廿
二
日
、丁

『

大
将
軍
返
東』

巳
、土
定

大
歳
位
、九
坎
、厭
対
、重

赤

『

弖火』

廿
三
日
、戊

『

不
視
病

不
弔
人』

午
、火
執
下
弦

『

神
吉』

大
夫
謙

大
歳
位
、復

日
遊
在
内

『

房水』

廿
四
日
、己

『

三
吉

不
問
疾』

未
、火
破『

神
吉』

大
歳
位
、復

日
遊
在
内

出
財
凶

『

心木』

廿
五
日
、庚

『

天
一
辰
巳』

申
、木
危
鵲
始
巣

『

神
吉』

沐
浴

大
歳
位
、月
徳

『

狼
ー』

出
財
吉

空

『

尾金』

廿
六
日
、辛

『

三
吉』酉
、木
成『

神
吉』

沐
浴

大
歳
位
髪
曽
木

正
月
事
始

『

滅
門』

『

箕土』

廿
七
日
、壬
戌
、水
収『

伐』

大
歳
位

借
物
返
吉

『

蜜』
『

斗日』

廿
八
日法滅
、癸
亥
、水
開

『

六
蛇』

陰
錯
、重
、厭

赤

『

女月』

廿
九
日
、甲

『

金
剛
峯

土
公
遊
北』

子
、金
閉
沐
浴

�
�

大
小
歳
前
、天
赦
、帰
忌
、血
忌
、無
翹

出
財
凶

『

虚火』

卅

日
、乙

『

忌
遠
行』丑
、金
建
野
鶏
始
�

『

神
吉』

除
手
足
甲

大
歳
前
立
門

井
掘

裁
衣

己

天
道
西
行

天
徳
在
庚
、

月
殺
在
辰
、用
時
乙
丁
辛
癸

十
二
月
大
建

『

土
府
在
子

土
公
在
庭』

丑

月
徳
在
庚
、合
在
乙

月
空
在
甲

三
鏡
甲
乙
丁

庚
辛
癸

三
十
礼
、仏
眼
千
、

空薬

『

虚
宿
水
曜』

一

日
、丙

『

三
吉

天
一
午』

寅
、火
除
除
足[

甲]

大
歳
前
嫁
娶

元
服

出
行

立
門

髪
曽
木

裁
衣
吉

不
出
財
云
�
、

危衰

『

危木』

二

日
、丁

『

三
吉

下
食
時
戌』

卯
、火
満
土
用
事

『

神
吉』

三
七
日
蛇
動
、

コ
マ
結
願
、

大日
出
辰
初
一
分

旦
四
十
二
刻

日
入
申
四
刻

夕
五
十
八
刻

歳
前
移
徙

嫁
娶

元
服

出
行

正
月
事
始
吉

『

大
ー』

安

『

室金』

三

日
、戊

『

不
視
病

不
弔
人』

辰
、木
平
臘

『

五
墓』

大
歳
前
、月
殺
、復

日
遊
在
内

危赤出
財
凶

『

辟土』

四

日
、己

『

不
問
疾』巳
、木
定
法
滅
日

大
歳
前
、厭
対
、九
坎
、重
、復
日
遊
在
内

成蜜

『

奎日』

五

日
、庚

『

三
吉

土
公
入

不
弔
人』

午
、土
執
大
寒
十
二
月
中

『

神
吉

伐』

鶏
始
乳

公
升

大
歳
前
煤
払

御
髪
上

裁
衣

正
月
事
始

吉

壊
『

婁月』

六

日
、辛

『

三
吉

天
一
未
申』

未
、土
破
除
手
足
甲

法
滅

大
歳
前
正
月
事
始

支

『
胃火』
七

日
、壬
申
、金
危
沐
浴

『

神
吉』

大
歳
前
煤
払

『

狼
ー』

親

『

昴水』

八

日
、癸

『

金
剛
峯』酉
、金
成
没上

弦

大
歳
前

空

『

滅
門』

治出
財
凶

『

畢木』

九

日
、甲申
酉
空
亡
時
也
、

戌
、火
収
法
滅

大
歳
後
出
行

元
服

乗
舟

正
月
事
始

煤
払

吉

｣
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栄赤出
財
凶

『

觜金』

十

日
、乙
亥
、火
開
沐
浴

大
小
歳
後
、厭
、重

衰

『
参土』
十
一
日
、丙

『

大
将
軍
遊
南』

子
、水
閉
鷙
鳥
�
疾

『

伐』

沐
浴

大
歳
後
、帰
忌
、血
忌
、無
翹
正
月
事
始
吉

安蜜

『

井日』

十
二
日
、丁

『

三
吉

天
一
酉

忌
遠
行』

丑
、水
建
除
手
甲

『

神
吉』

辟
臨

大
歳
後
、復
煤
払

裁
衣

御
髪
上

危

『

鬼月』

十
三
日
、戊

『
羅
刹

土
公
遊
東

不
視
病』

寅
、土
除
除
足
甲

『

伐』

大日出
卯
四
刻
一
分

旦
四
十
三
刻

日
入
酉
初
一
分

夕
五
十
七
刻

歳
後
、復

日
遊
在
内

成

『

柳火』

十
四
日
、己

『

下
食
時
戌

不
問
疾』

卯
、土
満『

神
吉

伐』

大
歳
後
、復

日
遊
在
内

壊

『

太
ー』

『

星水』

十
五
日
、庚

『

三
吉

不
弔
人』

辰
、金
平
望

大
歳
前
、月
徳
出
行

元
服

煤
払

御
髪
上

吉

支赤出
銭
凶

『

張木』

十
六
日
、辛

『

大
将
軍
返
東』

巳
、金
定
水
沢
腹
堅

『

伐』

除
手
足
甲

大
歳
前
、九
坎

空親

『

翼金』

十
七
日
、壬

『

三
吉

天
一
戌
亥』

午
、木
執『

不
弔
人』

『

神
吉』

大
歳
前
出
行

正
月
事
始

煤
払

裁
衣

吉

命

『

軫土』

十
八
日
、癸
未
、木
破『

伐』

侯
過
内

大
歳
前
煤
払

裁
衣

栄

『

蜜』
『

角日』

十
九
日
、甲

『

土
公
入』

午
未
空
亡
、

申
、水
危
滅

『

伐』

大
歳
前

『

狼
ー』

衰

『

亢月』

廿

日
、乙
酉
、水
成
沐
浴

『

神
吉

伐』

大
歳
後
、往
亡
御
髪
上

裁
衣
吉

安

『

弖火』

廿
一
日
、丙
戌
、土
成
立
春
正
月
節

東
風
解
凍

侯
小
過
外

『

五
ー』

大

『

伏
龍
在
内
庭

去
堂
六
尺
六
十
日』

日
出
卯
一
刻
五
分

旦
四
十
四
刻

日
入
酉
初
二
分

夕
五
十
六
刻

歳
対
、厭

『

太
ー』

赤

危

仏
滅
日

『

房水』

廿
二
日
、丁

『

天
間』亥
、土
収
沐
浴

下
弦

大
歳
対
、無
翹
、重

成

『

狼
ー』

『

心木』

廿
三
日
、戊

『

大
将
軍
遊
内

天
一
子

不
視
病』

子
、火
開
沐
浴

大
歳
対
出
行

乗
舟

嫁
娶

元
服

吉

日
遊
在
内

壊

『

尾金』

廿
四
日
、己

『

不
問
疾』丑
、火
閉
除
手
甲

大
夫
蒙

大
歳
対
、帰
忌
、血
忌
、月
殺
掘
井

日
遊
在
内

支空
亡

『

箕土』

廿
五
日
、庚

『

三
吉』寅
、木
建
除
足
甲

大
歳
対
、復
嫁
娶

出
行

掘
井

元
服

吉

親

『

蜜』
『

斗日』

廿
六
日
、辛
卯
、木
除
蟄
虫
始
振

三
陰

禅
尼
誕
生
日
也
、

『

女月』

廿
七
日
、壬

『

金
剛
峯

不
弔
人』

辰
、水
満『

伐』
『

五
ー』

大
歳
前
、九
坎
、厭
対

赤

『

ー
門』

出
銭
凶

『

虚火』

廿
八
日
、癸

『

三
吉

大
将
軍
返
東

天
一
天
上』

巳
、水
平

大
歳
対
、重

日
遊
在
内｣

仏
滅
日

『

危水』

廿
九
日
、甲

『

三
吉

土
公
遊
南

不
弔
人』

午
、金
定『

神
吉』

大日出
卯
三
刻
四
分

旦
四
十
五
刻

日
入
酉
初
三
分

夕
五
十
五
刻

歳
前
元
服

出
行

乗
舟
吉

日
遊
在
内

出
財
凶

法
滅

『

室木』

卅

日
、乙

『

下
食
時
亥』

未
、金
執
除
手
足
甲

『

五
ー』

�
益

大
歳
前

日
遊
在
内

(

二
次
利
用
面
端
裏
外
題)

｢

後
宇
多
院
聖
忌
曼
荼
羅
供
元
徳
二
年

六
月

｣

応
永
卅
一
年
十
一
月
一
日

｣

(

巻
末
補
紙
、
宿
紙)

｢｢ (

押
紙)應

永
卅
二
年
乙
巳

イ
ル
ナ
リ
�

ワ
キ
十
五
リ

具
注
歴

[

暦]

壹
巻

本
巻
ハ

西
洞
院
家
之
蔵
卷
ヲ
譲
受
、
明
治
三
十
七
甲
辰
秋
末
前
後
ノ
紙
軸
ヲ
補

ス
、
有
前
後
薄
墨
紙
ハ

滋
野
井
家
�・
讓
受

星
霜
四

(

マ
マ)

百
八
十
年

持
主
春
和
堂
○
朱
単
郭
方
印
、

印
文

｢

春
和
堂
蔵｣

、

｣
追
申

申
刻
可
有
参
集
也
、
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○
以
下
、
補
紙
の
上
に
一
紙
を
貼
付
し
て
い
る
。
内
容
上
本
史
料
上
直
接
関
係
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
参
考
の
た
め
こ
こ
に
収
め
る
。

一
、
九
ヶ
年
巳
前
…
…
年
忌
法
事
ノ

入
り
用
途
銀
ヲ

納
所
方
ヘ

渡
シ

銀
払
申
付
�
所
、

納
所
方
存
寄
�

金
有
之
�
ニ
て子
ノ

替
リ
ノ

甲
乙
御

座

�

有〃
之〃
�
ヲ
申
立
、
雜
掌
宮
野
若
狭
�

納
所
方

岡
本
大
隅

〃

當
年
八
十

才
五四

�

石
原
土
佐
病
死

、
�

岡
本
備
前
病
死

、
�

駒
井
安
芸
、
現
在

、

右
五
人
同
年
五
月
ノ
比

�

籠
居
申
付
�
、
寳
輪
院
存
�
ハ

、
勅
會
以
後
ト

申
シ

、
彼
院
ノ

邪
気
ト

申
シ

、
併
一
列
之
事
故
其
分
ニ

(

朱
線
を
以
て
抹
消
す
る
、
以
下
同
じ)

｢
開
成

『
イ

タ

シ
、』

シ｣

�
謐
ヲ

相
待
�
、
尤
納
所
方
ニ

金
銀
ノ

取
返
ト
テ
モ

無
之
�
ヲ

、
追
日
宝
輪
院
下
知
之
様
ニ

申
成
シ

不
和
合
ニ

�
間
觀
智
院

働
キ

役
者
五
人

�

��九
月
七
日

謐
ニ

仕
�
翌�九

月
八
日

日
ヨ
リ

又
宝
輪
院
ト

不
和
合
云
�

、
■

[

宝
カ]

輪
院
申
�
ハ

、
大
切
ノ

一
會
成
滿
之
後
ニ

�
ヘ
ハ

、｢

諍
論
モ

不
快
隨
分
ニ｣

差
扣
申
�
、

此
一
件
ハ

｢

納
所
方｣

金
銀
ノ

出
入
ヨ
リ

事
始
リ

、｢

其
趣｣
早
陋
之
儀

｢

ニ

�

ヘ
ハ｣

｢

故
、
雜
掌
宮
野
若
狭｣

｢

納
所
方
駒
井
安
藝｣

帳
面
何
角
存
知
居
リ

�
間

｢

若
狭
ニ｣
御
尋
可

有
之
�
、

一
、
宝
輪
院
…
…
此
院
ハ

一
會
内
外
ノ

用
事
各
院
ノ

中
ニ
ハ

第
一
ニ

相
勤
�
、
一
會
首

尾
能
相
濟
�
上
ハ

、
卑
賤
之
事
ニ

闘
諍
モ

如
何
故
、
評
定
モ

退
キ

心
�
ニ

｢

寺
役｣

可
相
勤
ト

存
入
、
其
年
ノ

ー
月
ニ

評
定
ヲ

退
キ
申
�
、
併
其
間
ニ

｢

色
�
ノ｣

難

澁

｢

故｣
『

有
之
、』

實
ハ

彼
院
ヨ
リ

退
ケ

申
�
、

○
朱
軸
木
あ
り
、
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